
〔
要
旨
〕
明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
、
大
歌
舞
伎
の
一
ラ
ン
ク
下
に

小
芝
居
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
舞
伎
劇
団
が
数
多
く
存
在
し
た
。
し

か
し
戦
後
そ
れ
は
衰
退
し
「
小
芝
居
は
消
え
た
」
と
い
わ
れ
た
が
、
い
く

つ
か
の
中
芝
居
（
関
西
系
小
芝
居
）
劇
団
は
戦
後
も
活
動
し
、
そ
の
中
で

も
市
川
市
蔵
劇
団
は
昭
和
五
十
年
ま
で
存
続
し
て
い
た
。
元
市
蔵
劇
団
員

か
ら
彼
ら
の
演
じ
た
演
目
や
そ
の
演
出
の
具
体
的
内
容
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
の
演
じ
る
歌
舞
伎
演
目
で
は
大
歌
舞
伎
と
は
異

な
る
小
芝
居
独
特
な
演
出
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を

分
析
す
る
と
、
明
治
期
以
降
、
歌
舞
伎
の
近
代
化
と
と
も
に
あ
ま
り
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
「
早
替
り
」、「
人
形
振
り
」、「
ケ
レ
ン
」
な
ど
江
戸
期
か

ら
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
演
出
方
法
が
、
昭
和
期
ま
で
小
芝
居

の
中
で
保
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治

期
に
起
こ
っ
た
歌
舞
伎
に
対
す
る
「
芸
術
至
上
主
義
」
あ
る
い
は
「
改
良

運
動
」
の
中
で
大
歌
舞
伎
の
中
で
は
薄
め
ら
れ
て
い
た
、
岸
田
劉
生
の
言

う
と
こ
ろ
の
「
芸
術
的
に
高
級
な
る
卑
近
美
」、
す
な
わ
ち
江
戸
期
の
歌

舞
伎
が
持
っ
て
い
た
「
ふ
ざ
け
」「
猥
雑
」「
現
世
的
」「
説
明
的
」「
グ
ロ

テ
ス
ク
さ
」、
あ
る
い
は
「
傾
く
」
演
出
は
小
芝
居
世
界
の
中
に
存
在
し

続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
芝
居
が
「
芸
術
」
よ
り
も
「
観
客
を

喜
ば
せ
る
」「
楽
し
ま
せ
る
」
こ
と
を
第
一
義
的
に
考
え
て
活
動
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
大
歌
舞
伎
と
小
芝
居
の
交

流
の
中
で
、
小
芝
居
の
中
で
存
続
し
て
い
た
演
出
が
戦
後
の
大
歌
舞
伎
の

活
性
化
に
も
一
役
買
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
近
代
化
と
と
も
に
消
え
て
い
っ
た
近
代
的
で
は
な
い
歌
舞
伎
、

す
な
わ
ち
江
戸
期
の
歌
舞
伎
の
特
徴
を
小
芝
居
が
受
け
継
い
で
昭
和
後
期

歌
舞
伎
演
目
に
お
け
る
小
芝
居
・
中
芝
居

独
特
の
演
出
と
そ
の
保
持
に
つ
い
て

│
│
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡
│
│

浅
野

久
枝
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ま
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
小
芝
居
・
中
芝
居
・
小
芝
居
の
演
出
・
市
川
市
蔵
劇
団

・
歌
舞
伎

一
、
は
じ
め
に

「
小
芝
居
」
の
語
は
時
代
に
よ
り
様
々
な
意
味
が
あ
る
が
、
大
正
昭
和

期
に
使
わ
れ
た
「
小
芝
居
」
の
語
は
劇
団
や
劇
場
の
規
模
で
は
な
く
、
ラ

ン
ク
と
し
て
大
歌
舞
伎
の
下
に
位
置
す
る
歌
舞
伎
を
指
す
と
い
っ
て
よ
か

ろ
う
。
東
京
で
は
寿
劇
場
が
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
三
月
に
焼
失
し

「
小
芝
居
の
燈
は
消
え
た
」（
１
）と
さ
れ
、
戦
後
は
寿
劇
場
の
残
党
に
よ
る

「
か
た
ば
み
座
」
の
活
動
が
小
芝
居
の
最
後
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
が
一

般
的
で
あ
る
。
し
か
し
関
西
系
小
芝
居
は
「
中
芝
居
」
と
呼
ば
れ
、
戦
後

も
市
松
延
見
子
一
座
、
細
川
興
行（
２
）、
三
河
屋
市
川
市
蔵
（
本
名

藤

田
栄
）
が
率
い
た
市
川
市
蔵
劇
団
な
ど
数
多
く
の
劇
団
が
地
方
興
行
の
形

で
歌
舞
伎
の
上
演
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
昭
和
五
十
（
一
九
七

五
）
年
ま
で
活
動
し
て
い
た
の
が
市
蔵
劇
団
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後

の
中
芝
居
や
小
芝
居
の
活
動
に
対
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い（
３
）。

現
在
筆
者
は
市
蔵
劇
団
の
元
劇
団
員
の
う
ち
、
現
在
も
振
付
師
と
し
て

活
動
し
て
い
る
三
代
目
岩
井
小
紫
師
（
本
名
兼
元
多
恵
子
氏
）
と
二
代
目

市
川
団
四
郎
師
（
本
名
今
井
勝
三
氏
）
の
姉
弟
に
対
し
て
イ
ン
タ
ヴ
ュ

ー（
４
）を
行
い
、
彼
ら
の
語
り
か
ら
戦
後
の
中
芝
居
・
小
芝
居
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
べ
く
研
究
を
続
け
て
い
る
。
拙
稿
（
二
〇
二
一
）（
５
）で
は
、

市
蔵
劇
団
が
役
者
家
族
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
腕
の
あ
る
関
東
系
小
芝
居
や

中
芝
居
の
役
者
た
ち
が
加
入
し
て
公
演
活
動
を
し
た
劇
団
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
次
い
で
拙
稿
（
二
〇
二
二
ａ
）（
６
）で
は
、
市
蔵
劇
団
を

含
む
中
芝
居
や
小
芝
居
の
劇
団
で
演
じ
ら
れ
た
演
目
の
特
徴
か
ら
、
大
歌

舞
伎
が
削
り
取
っ
て
し
ま
っ
た
江
戸
期
の
歌
舞
伎
の
要
素
を
、
中
芝
居
や

小
芝
居
の
劇
団
が
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
前
稿

で
は
彼
ら
の
具
体
的
演
出
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
前
稿
同
様
両
氏
の
語
り
か
ら
、
中
芝
居
・
小
芝
居
の
独
特
な
演

出
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い（
７
）。
な
お
関
東
系
小
芝
居
と

中
芝
居
は
分
け
難
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
基
本
的
に
は
「
小
芝
居
」
と
記

す
。
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二
、
市
蔵
劇
団
が
上
演
し
た
外
題
一
覧

ま
ず
、
市
蔵
劇
団
が
上
演
し
た
こ
と
の
あ
る
外
題
の
一
覧
（
表
１
）
を

提
示
す
る
。
三
代
目
岩
井
小
紫
（
多
恵
子
）
の
父

藤
田
栄
（
の
ち
の
三

河
屋
市
川
市
蔵
）
は
昭
和
十
年
代
か
ら
断
続
的
に
自
ら
が
太
夫
元
と
な
っ

て
座
組
を
し
一
座
を
率
い
て
い
た
。
中
芝
居
劇
団
で
あ
る
た
め
丸
本
物
を

得
意
と
し
た
が
、
市
蔵
自
身
は
東
京
で
修
業
を
し
て
お
り
、
ま
た
東
京
の

役
者
も
多
く
劇
団
に
加
入
し
て
い
た
の
で
『
お
富
与
三
郎
』、『
河
内

山
』、『
浜
松
屋
』
な
ど
江
戸
物
の
演
目
も
上
演
し
た
。
時
々
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
上
演
演
目
は
変
わ
っ
た
た
め
、
す
べ
て
の
時
代
で
こ
れ
ら
の
演
目

が
上
演
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
が
、
上
演
可
能
な
演
目
数
を
百
五
十
程
度
は

持
つ
実
力
の
あ
る
劇
団
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
く
。
演
目
の

中
に
は
拙
稿
（
二
〇
二
二
ａ
）
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
昭
和
期
の
大
歌
舞

伎
で
は
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
演
目
も
か
な
り
あ
る
が
、
大
歌
舞

伎
で
上
演
さ
れ
る
よ
う
な
演
目
で
も
大
歌
舞
伎
と
は
異
な
る
独
特
な
演
出

や
仕
掛
け
を
施
し
た
。
ま
た
市
蔵
劇
団
な
ど
実
力
の
あ
っ
た
中
芝
居
劇
団

で
は
古
典
演
目
の
上
演
だ
け
で
な
く
、
自
ら
独
自
演
目
も
創
作
し
て
い

た
。
次
章
で
は
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

三
、
小
芝
居
の
演
出
と
独
自
演
目

三
│
一
、
小
芝
居
が
演
出
を
工
夫
し
た
演
目

小
芝
居
で
演
じ
ら
れ
る
時
に
は
大
歌
舞
伎
と
は
異
な
る
様
々
な
工
夫
が

な
さ
れ
た
演
目
に
つ
い
て
、
市
蔵
劇
団
の
演
出
を
中
心
に
小
芝
居
で
の
演

出
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
演
目
は
通
称
を
主
に
使
い
、
ア
イ
ウ
エ
オ
順

で
取
り
上
げ
る
。

﹇
安
達
原
三
段
目

袖
萩
祭
文
﹈
三
代
目
猿
之
助
（
現
猿
翁
）
は
『
安
達

原
三
段
目
』
に
つ
い
て
、
高
校
生
の
頃
に
小
芝
居
（
か
た
ば
み
座
）
で
見

た
も
の
の
方
が
大
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
た
も
の
よ
り
「
ず
っ
と
面
白
か
っ

た
の
で
す
よ
」「
昔
の
型
と
い
う
の
は
今
、
大
歌
舞
伎
で
絶
滅
し
て
い
る

も
の
が
多
い
の
で
す
。
特
に
戦
後
は
洗
練
さ
れ
す
ぎ
て
し
ま
い
、
古
い
型

は
だ
れ
も
や
ら
な
く
な
っ
」
た
た
め
に
「
江
戸
歌
舞
伎
の
非
合
理
の
魅
力

と
か
誇
張
さ
れ
た
表
現
の
魅
力
が
な
い
の
で
す
」（
８
）と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
猿
之
助
は
東
濃
の
地
歌
舞
伎
振
付
師
松
本
団
升
か
ら
古
い
型
を
伝
え

て
も
ら
い（
９
）、
さ
ら
に
細
川
興
行
の
太
夫
元
で
、
の
ち
に
松
竹
の
竹
本

三
味
線
方
と
な
っ
た
豊
澤
重
松
も
「『
安
達
』
に
は
こ
う
い
う
型
が
あ
る
」

と
猿
之
助
に
教
え
た（
）と
い
う
。
小
芝
居
あ
る
い
は
地
方
の
歌
舞
伎
に

四
九



表１ 市蔵劇団が上演した演目（アイウエオ順）
あかね染 三勝半七 神崎与五郎東下り（義士外伝） 釣女
揚屋（碁太平記白石噺） 勧進帳 寺子屋（菅原伝授手習鑑）
阿古屋の琴責め（壇浦兜軍記） 菊畑（鬼一法眼） 輝虎配膳（信州川中島合戦）
朝顔日記（生写朝顔日記） 岸姫松（朝比奈上使） 吃の又平
安達原三段目 袖萩祭文（奥州安達原） 喜撰 供奴
いざり勝五郎（箱根霊験躄仇討） 京人形 鳥辺山心中 お染半九郎
石井常右衛門 熊谷陣屋（一ノ谷嫩軍記） どんどろ大師 子別れ（傾城阿波鳴門）
石切梶原 熊谷蓮生坊 外伝 鳴神（雷神不動北山桜）
伊勢音頭恋寝刃 蔵場 お染久松 肉附の面
一條大蔵卿 御殿 車引（菅原伝授手習鑑） 二人三番叟
妹背山婦女庭訓 御殿 黒手組助六 沼津（伊賀越道中双六）
うかれ三味線 毛谷村（彦山権現誓助剣） 根引の門松 山崎浄閑住家の場
鶯塚（長柄長者黄鳥墳） 源太勘当場 ひらがな盛衰記 野崎村 お染久松（新版歌祭文）
潮田又之丞（義士外伝） 河内山（天衣紛上野初花） 羽根の禿
乳母争い 五条橋 牛若丸と弁慶 浜松屋（弁天娘女男白浪）
馬盥の光秀（時今也桔梗旗揚） 寿式三番叟 番町皿屋敷
梅川忠兵衛 新口村（恋飛脚大和往来） 寿曽我対面 引窓（双蝶々曲輪日記）
梅川忠兵衛 封印切（恋飛脚大和往来） 嫗山姥（八重桐廓話） 肥後の駒下駄
梅の由兵衛長吉殺し（茜染野中隠井） 酒屋 三勝半七（艶容女舞衣） 日高川 安珍清姫（日高川入相花王）
越後獅子 佐倉宗五郎 通し 伏見の里雪の曙
扇谷熊谷（源平魁躑躅） 実盛物語（源平布引滝） 双面水照月
近江のお兼 三十三間堂棟木由来（柳の由来三十三間堂） 弁慶上使（御所桜堀川夜討）
大石東下り 立花左近（義士外伝） 敷皮（夜討曽我狩場曙） 法界坊 通し
大石妻子別れ 山科閑居（碁盤太平記） 時雨の炬燵 小春治兵衛（心中天網島） 本蔵下屋敷 義士外伝
大盃（大杯酒觴戦強者） 重の井子別れ（恋女房染分手綱） 本朝廿四孝 桔梗ヶ原
小栗判官照手姫 錣引 本朝廿四孝 十種香より狐火
お駒才三 白木屋（恋娘昔八丈） 実録先代萩 松王下屋敷（増補手習鑑）
お俊伝兵衛（近頃河原の達引） 俊寛（平家女護島） 身売りの累（薫樹累物語）
お園六三（心中浪華春雨） 新所帯 娘道成寺
落人 お軽勘平（道行き旅路の花聟） 神霊矢口渡 盲景清（娘景清八島日記）
お千代半兵衛 八百屋の献立 鮨屋（義経千本桜） 戻り駕籠
お富与三郎 源氏店（与話情浮名横櫛） 須磨の浦組打ち（一ノ谷嫩軍記） 戻橋
お夏清十郎（五十年忌歌念仏） 諏訪明神 紅葉狩り
お半長右衛門 帯屋の場（桂川連理柵） 清玄と桜姫（清水清玄） 盛綱先陣館 首実検（近江源氏先陣館）
お光狂乱 関取千両幟 八百屋お七
女土蜘蛛 関の扉（積恋雪関扉） 柳生又兵衛二蓋笠
鏡獅子 先代萩 御殿より対決迄（伽羅先代萩） 弥作の鎌腹（義士外伝）
鏡山 通し（加賀見山旧錦絵） 曽我物語 中村閑居 弥次喜多道中
合邦（摂州合邦辻） 太功記十段目（絵本太功記） 義賢最期（源平布引滝）
仮名手本忠臣蔵 通し 大序から討ち入りまで 太刀盗人 吉田屋（廓文章）
仮名手本忠臣蔵五段目 珠取（苅萱桑門筑紫 ） 吉野山 道行き 狐忠信
仮名手本忠臣蔵六段目 勘平腹切り 玉藻前三段目 四人三番叟
仮名手本忠臣蔵七段目 祇園一力 だんまり 連獅子
仮名手本忠臣蔵九段目 山科閑居 中将姫（中将姫古跡の松） 老後の政岡（伊達衣装曲輪好）
鎌倉三代記 絹川村の場 土屋主税 義士外伝 良弁杉由来（二月堂）
雁の便り（けいせい雪月花） 鼓の里
河庄 小春治兵衛（心中天網島） 壺坂霊験記 お里沢市
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伝
わ
っ
て
い
た
古
い
型
を
猿
之
助
が
掘
り
起
こ
し
、『
安
達
原
』
を
上
演

し
た
の
で
あ
る
。

大
歌
舞
伎
で
は
貞
任
が
衣
裳
を
元
の
姿
に
戻
し
て
整
え
て
幕
切
と
な
る

が
、
市
蔵
劇
団
で
は
貞
任
が
引
き
抜
い
た
姿
の
ま
ま
、
派
手
な
幕
切
を
演

出
し
た
。

﹇
京
人
形
﹈
大
歌
舞
伎
で
は
常
磐
津
と
長
唄
の
掛
け
合
い
だ
が
、
市
蔵
劇

団
で
は
義
太
夫
と
常
磐
津
の
掛
け
合
い
で
上
演
し
た
。
父
市
蔵
が
甚
五

郎
、
多
恵
子
の
姉

二
代
目
岩
井
小
紫
の
智
子
が
京
人
形
の
精
を
演
じ
た

が
、
二
代
目
亡
き
後
は
三
代
目
小
紫
の
多
恵
子
が
演
じ
た
。

市
蔵
劇
団
の
演
出
で
は
以
下
の
よ
う
な
趣
向
が
あ
っ
た
。
京
人
形
が
鏡

を
入
れ
ら
れ
「
な
っ
た
わ
な
っ
た
わ
」
で
女
に
な
っ
て
歩
き
花
道
ま
で
行

く
と
チ
ョ
ー
ン
と
柝
が
鳴
る
。
そ
れ
を
合
図
に
舞
台
後
方
が
バ
ラ
さ
れ
る

と
、
人
形
に
な
っ
た
役
者
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
じ
っ
と
し
て
い
る
。
そ
の

前
で
甚
五
郎
と
京
人
形
の
精
が
踊
り
、
幕
切
前
に
テ
ー
ン
テ
ー
ン
と
太
鼓

が
鳴
る
と
人
形
た
ち
が
一
斉
に
動
き
出
し
、
舞
台
に
降
り
て
く
る
。
人
形

の
中
に
必
ず
按
摩
が
居
り
、
台
に
な
っ
た
按
摩
の
上
に
甚
五
郎
が
京
人
形

を
ポ
ー
ン
と
上
げ
て
極
め
る
と
い
う
幕
切
で
あ
っ
た
。
後
ろ
に
並
ぶ
人
形

は
按
摩
以
外
な
ら
何
に
扮
し
て
も
よ
く
、
動
か
ず
に
居
る
ポ
ー
ズ
も
役
者

そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
で
好
き
な
形
を
し
た
の
で
「
皆
、
面
白
が
っ
て
、
私
は

ア
レ
し
よ
う
、
ワ
シ
は
コ
レ
に
し
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
た
」
が
、

動
か
ず
じ
っ
と
し
て
い
る
の
に
は
辛
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
含
め

て
役
者
た
ち
は
凝
っ
て
考
え
た
と
い
う
。

こ
の
演
出
は
他
の
小
芝
居
劇
団
で
も
使
っ
て
い
た
演
出
だ
と
思
う
、
と

多
恵
子
は
語
る
。
大
歌
舞
伎
で
は
井
筒
姫
を
か
く
ま
っ
て
い
た
甚
五
郎
が

右
腕
を
切
ら
れ
、
大
勢
の
大
工
と
の
立
廻
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
す
べ

て
カ
ッ
ト
し
て
、
多
く
の
人
形
が
出
る
と
い
う
華
や
か
な
演
出
に
な
っ
て

い
る
。

﹇
四
ノ
切

義
経
千
本
桜

河
連
館
﹈
三
代
目
猿
之
助
が
宙
乗
り
や
早
替

り
な
ど
で
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
派
手
な
演
出
が
大
歌
舞
伎
で
も
定

着
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
四
代
目
市
川
小
団
次
の
型
を
復
活
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
大
歌
舞
伎
で
は
ケ
レ
ン
を
押
さ
え
た
六

代
目
菊
五
郎
の
型
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
小
芝
居
で
は
早
替
り
や
欄
干
渡

り
、
欄
間
抜
け
、
灯
籠
抜
け
な
ど
、
派
手
な
演
出
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

小
芝
居
で
活
躍
し
た
澤
村
源
之
丞（
）は
ケ
レ
ン
が
売
り
で
、
ト
ン
ボ
の

名
人
と
言
わ
れ
た
と
勝
三
（
二
代
目
団
四
郎
）
は
聞
き
覚
え
て
い
る
。
源

之
丞
は
『
四
ノ
切
』
で
は
ト
ン
ボ
を
切
り
、『
鼠
小
僧
』
で
は
綱
渡
り
を

し
た
。
勝
三
は
実
見
し
て
い
な
い
が
、
源
之
丞
が
『
四
ノ
切
』
で
「
灯
籠

抜
け
」
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
兄

藤
田
良
浩
（
市
川
荒
五
郎
）
か

五
一



ら
聞
い
て
い
た
。
仕
掛
け
を
多
用
す
る
の
で
地
方
興
行
が
中
心
だ
っ
た
市

蔵
劇
団
で
は
上
演
し
な
か
っ
た
が
、
勝
三
は
自
身
が
振
付
け
る
子
供
歌
舞

伎
で
灯
籠
抜
け
な
ど
を
子
供
に
演
じ
さ
せ
て
い
る
。

﹇
俊
寛

平
家
女
護
島
﹈
市
蔵
劇
団
で
は
『
俊
寛
』
の
幕
切
に
、
船
を
追

い
か
け
た
俊
寛
が
波
に
の
ま
れ
、
波
布
か
ら
顔
を
出
し
て
口
に
含
ん
だ
水

を
口
か
ら
吹
き
上
げ
る
と
い
う
演
出
を
し
て
い
た
。
猿
之
助
も

か
が
み
や
ま
ご
に
ち
の
い
わ
ふ
じ

『
加
賀
見
山
再
岩
藤
』
で
、
若
党
鳥
居
又
助
の
水
中
立
廻
り
の
途
中
に
水

を
口
か
ら
吹
く
と
い
う
演
出
を
し
た
。「
口
か
ら
水
を
吹
く
な
ど
と
い
う

こ
と
は
実
際
に
は
あ
り
得
な
い
状
況
」
だ
が
、「
芝
居
は
嘘
と
本
当
を
織

り
ま
ぜ
て
真
実
以
上
の
真
実
を
出
す
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
」（
）

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
大
歌
舞
伎
で
は
舞
台
下
手
か
ら
上
手
に
小
船
が
進
み
、
上
手
に
消

え
る
と
大
船
が
上
手
か
ら
現
れ
る
と
い
う
演
出
だ
が
、
市
蔵
劇
団
で
は
天

井
に
吊
さ
れ
た
小
船
が
後
方
か
ら
上
手
に
向
か
い
、
小
船
が
引
っ
込
む
と

舞
台
上
手
か
ら
大
船
が
出
て
く
る
と
い
う
演
出
を
し
た
。
頭
の
上
を
船
が

動
く
の
で
観
客
は
喜
ん
だ
と
い
う
。
戸
板
康
二
に
よ
れ
ば
「
今
は
船
が
沖

を
通
る
演
出
が
多
い
が
」「
昔
は
二
階
の
客
席
の
前
の
所
を
、
造
り
物
の

船
が
通
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
ず
っ
と
廻
る
と
、
突
然
舞
台
の
上
手
に
、

大
き
な
船
の
舳
が
出
て
来
る
変
化
の
突
飛
さ
も
、
歌
舞
伎
ら
し
い
」（
）と

述
べ
て
い
る
。

市
蔵
劇
団
で
は
観
客
を
喜
ば
せ
る
工
夫
や
古
風
な
演
出
を
保
持
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

﹇
神
霊
矢
口
渡
﹈
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
、
福
内
鬼
外
（
平
賀
源
内
）

作
、
江
戸
外
記
座
初
演
の
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
こ
の
演
目
で
は
お
舟
が
義
峰

を
逃
が
そ
う
と
思
案
す
る
場
を
人
形
振
り
で
演
ず
る
型
が
あ
り
、
慶
応
元

（
一
八
六
五
）
年
守
田
座
で
五
代
目
友
右
衛
門
が
人
形
振
り
で
お
舟
を
演

じ
て
い
る（
）。
七
代
目
宗
十
郎
は
『
矢
口
渡
』
を
紀
伊
國
屋
の
家
の
芸

「
高
賀
十
種
」
の
一
つ
に
選
定
し
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
十
二
月
帝

国
劇
場
の
他
、
昭
和
一
桁
ま
で
に
数
回
、
人
形
振
り
の
お
舟
を
演
じ
て
い

る（
）。
し
か
し
大
歌
舞
伎
で
は
人
形
振
り
の
型
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、

少
な
く
と
も
現
在
の
紀
伊
國
屋
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い（
）。
時
代
が
下

っ
て
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
明
治
座
で
二
代
目
扇
雀
が
人
形
振
り

を
演
じ
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
国
立
劇
場
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
で
四

十
五
年
ぶ
り
に
初
代
壱
太
郎
が
人
形
振
り
で
演
じ
た
こ
と
が
新
聞（
）で

報
じ
ら
れ
る
ほ
ど
少
な
い
。
一
方
、
明
治
以
降
の
小
芝
居
で
は
お
舟
の
人

形
振
り
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
た
。
江
戸
期
の
演
出
が
小
芝
居

の
中
で
保
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
江
戸

東
京
博
物
館
で
行
わ
れ
た
「
江
戸
東
京
博
物
館
歌
舞
伎
公
演
」
で
歌
舞
伎

五
二



演
出
家

兼
元
末
次
（
豊
澤
時
若＝

中
村
時
若＝

多
恵
子
の
夫
）
が
演
出

し
た
『
矢
口
渡
』
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
お
舟
は
人
形
振
り
で
演
じ

ら
れ
た
。

﹇
関
の
扉

積
恋
雪
関
扉
﹈
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
江
戸
桐
座
初
演
の

所
作
事
で
、
初
代
中
村
仲
蔵
が
初
演
し
た（
）。
大
歌
舞
伎
で
も
よ
く
演

じ
ら
れ
る
が
市
蔵
劇
団
で
も
頻
繁
に
演
じ
、
常
磐
津
と
義
太
夫
浄
瑠
璃
の

掛
け
合
い
で
上
演
し
た
。
近
年
の
大
歌
舞
伎
の
『
関
の
扉
』
で
は
掛
け
合

い
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、「
掛
け
合
い
す
る
の
は
う
ち
の
劇
団
だ
け

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
間
、
義
太
夫
を
使
っ
て
掛
け
合
い
し
て
た
か

ら
、
大
歌
舞
伎
で
も
や
っ
ぱ
り
あ
っ
た
ん
や
と
思
っ
た
」
と
多
恵
子
は
語

る
。
振
り
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
。
大
歌
舞
伎
で
も
古
く
は
掛

け
合
い
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
形
が
小
芝
居
に
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

﹇
壺
坂
霊
験
記
﹈
二
代
目
豊
澤
団
平
作
曲
、
作
者
不
詳
の
台
本
を
団
平
の

妻

加
古
千
賀
が
補
訂
し
て
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
大
阪
大
江
橋

席
で
初
演
し
た
浄
瑠
璃
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記

沢
の
市
住
家
の

だ
ん
』
が
『
壺
坂
』
の
元
で
あ
る
。
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
、
大
阪

稲
荷
彦
六
座
上
演
の
折
に
千
賀
の
再
改
作
、
団
平
の
再
作
曲
で
、
三
代
目

竹
本
大
隅
太
夫
が
語
っ
た
も
の
が
現
行
曲
と
し
て
定
着
し
、
歌
舞
伎
で
も

人
気
演
目
と
な
っ
た（
）。

『
壺
坂
霊
験
記
』
の
成
立
と
演
出
に
つ
い
て
、
細
田
明
宏
に
よ
れ
ば
明

治
十
二
年
初
演
の
「
沢
市
内
の
だ
ん
」
に
は
悪
人
雁
九
郎
は
登
場
し
な
い

が
、
明
治
二
十
年
に
増
補
・
改
作
さ
れ
た
『
壺
坂
』
に
は
登
場
す
る
。
粗

筋
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
沢
市
と
お
里
は
幼
な
じ
み
で
仲
む
つ
ま
じ
く

暮
ら
す
も
の
の
困
窮
し
て
い
た
。
沢
市
が
留
守
の
間
に
借
金
取
り
が
現

れ
、
家
財
道
具
が
売
り
払
わ
れ
そ
う
に
な
る
と
こ
ろ
、
お
里
に
横
恋
慕
し

て
い
る
雁
九
郎
が
借
金
の
肩
代
わ
り
を
申
し
出
る
。
夕
刻
の
再
会
を
約
束

し
て
雁
九
郎
が
帰
る
と
、
沢
市
が
帰
宅
す
る
。
沢
市
に
対
し
情
愛
を
込
め

て
世
話
を
す
る
お
里
だ
が
、
毎
夜
の
願
掛
け
を
知
ら
な
い
沢
市
は
お
里
の

不
義
を
疑
っ
て
い
る
。
お
里
か
ら
の
話
で
疑
い
は
晴
れ
、
二
人
で
壺
坂
の

観
音
様
に
お
参
り
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
へ
雁
九
郎
が
現
れ
、
二
人
は
雁

九
郎
か
ら
身
を
隠
す
べ
く
逃
げ
回
り
、
二
人
は
壺
坂
の
観
音
様
へ
向
か

う
。
こ
の
後
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
壺
坂
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
追
い

か
け
て
き
た
雁
九
郎
が
観
音
の
霊
験
に
よ
り
く
び
り
殺
さ
れ
る
。

明
治
二
十
一
（
一
八
八
九
）
年
、
五
代
目
簔
助
が
沢
市
と
雁
九
郎
二
役

早
替
り
で
演
じ
て
以
降
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ

を
苦
々
し
く
思
っ
た
三
代
目
片
岡
我
当
（
の
ち
の
十
一
代
目
仁
左
衛
門
）

が
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
原
作
浄
瑠
璃
に
準
じ
た
『
卅
三
所
花

五
三



の
山
壺
坂
霊
験
記
』
を
上
演
し
、
そ
れ
以
降
大
歌
舞
伎
で
は
雁
九
郎
の
出

な
い
『
壺
坂
』
が
主
に
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
小
芝
居
で

は
そ
れ
以
後
も
雁
九
郎
が
登
場
し
、
沢
市
が
雁
九
郎
か
ら
逃
げ
回
る
場
面

で
は
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
早
替
り
が
演
じ
ら
れ
続
け
た
。
し
か
も
「
沢
市

雁
九
郎
二
役
早
替
り
に
て
相
務
め
候
」
と
い
う
宣
伝
文
句
が
書
か
れ
る
ほ

ど
、
売
り
の
演
出
で
あ
っ
た
。「
雁
九
郎
メ
リ
」
と
よ
ば
れ
る
メ
リ
ヤ
ス

も
伝
わ
っ
て
お
り
、
豊
澤
重
松
に
よ
る
音
源
も
松
竹
竹
本
に
は
残
さ
れ
て

い
る
。
市
蔵
劇
団
で
も
『
壺
坂
』
と
い
え
ば
沢
市
雁
九
郎
二
役
早
替
り
で

上
演
し
、
市
蔵
の
演
し
物
で
あ
っ
た
。

渡
辺
保
は
「
芝
居
と
し
て
は
さ
び
し
く
地
味
で
、
そ
れ
だ
け
に
奇
蹟
の

バ
カ
バ
カ
し
さ
が
目
立
つ
。
決
し
て
面
白
い
芝
居
で
は
な
い
」（
）と
評
す

る
が
、
早
替
り
入
り
の
『
壺
坂
』
は
人
気
演
目
で
小
芝
居
で
は
戦
後
も
盛

せ
り
ふ

ん
に
上
演
さ
れ
た
。
最
初
に
出
て
く
る
借
金
取
り
の
台
詞
も
米
屋
の
番
頭

が
「
む
か
つ
く
」
を
「
糠
つ
く
」
と
言
う
な
ど
、
言
葉
遊
び
も
入
れ
て
観

客
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

ひ
だ
か
が
わ
い
り
あ
い
ざ
く
ら

﹇
日
高
川

安
珍
清
姫
﹈
『
日
高
川
入
相
花
王
』
は
、
江
戸
期
か
ら
浄
瑠

璃
で
も
歌
舞
伎（
）で
も
、
大
歌
舞
伎
で
も
小
芝
居
で
も
、
地
域
も
問
わ

ず
に
よ
く
上
演
さ
れ
、
人
形
振
り
で
演
じ
ら
れ
て
き
た
。
清
姫
が
蛇
体
と

な
る
シ
ー
ン
で
は
、
鱗
模
様
の
長
い
帯
で
蛇
体
を
表
す
の
が
定
石
で
あ
る

が
、
市
蔵
劇
団
で
は
鱗
の
付
い
た
布
で
作
っ
た
蛇
体
を
使
っ
て
上
演
し

く
ろ
ご

た
。
波
幕
の
中
に
入
っ
た
黒
衣
が
蛇
体
を
操
作
し
、
波
の
上
に
大
蛇
の
身

体
が
見
え
隠
れ
す
る
臨
場
感
の
あ
る
舞
台
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
針
金

で
作
っ
た
コ
イ
ル
を
黒
い
布
で
押
さ
え
た
鬘
を
被
り
、
蛇
に
変
化
す
る
と

き
に
は
角
を
出
し
た
。
黒
い
隈
を
入
れ
、
黒
い
牙
を
銜
え
て
鬼
の
顔
に
面

変
わ
り
し
た
。「
思
え
ば
、
私
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
た
よ
ね
」

と
多
恵
子
は
当
時
を
回
想
す
る
。
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
二
月
と
三

月
の
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
）に
於
い
て
兼
元
末
次
演
出
で
上
演
さ
れ

た
『
日
高
川
』
で
も
人
形
振
り
で
演
じ
ら
れ
、
そ
の
蛇
体
も
使
い
、
清
姫

が
上
手
ま
で
泳
い
で
陸
に
上
が
り
、
上
か
ら
降
り
て
き
た
吊
り
台
に
乗
っ

て
極
め
る
と
い
う
幕
切
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
五
代
目
玉
三
郎
の
耳
に
入
っ

た
か
し
て
、
藤
波
小
道
具
か
ら
舞
台
創
造
研
究
所
経
由
で
蛇
体
を
保
管
し

て
い
た
勝
三
に
申
し
入
れ
が
あ
り
、
貸
与
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。

﹇
義
賢
最
期
﹈
十
五
代
目
仁
左
衛
門
や
三
代
目
猿
之
助
が
『
義
賢
最
期
』

の
小
芝
居
の
型
を
市
松
延
見
子
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
話（
）は
周
知

の
こ
と
で
あ
る
が
、
多
恵
子
に
よ
れ
ば
市
蔵
劇
団
で
は
小
万
が
義
賢
に
末

期
の
水
を
渡
す
場
面
で
、
柄
杓
が
な
い
た
め
手
水
鉢
を
抱
え
て
笠
に
水
を

入
れ
る
と
い
う
演
出
を
行
っ
て
い
た
。
小
万
は
「
力
持
ち
」
と
い
う
台
詞

五
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を
重
視
し
、
力
持
ち
を
表
現
す
る
演
出
で
あ
る
。

三
│
二
、
市
蔵
劇
団
関
係
者
に
よ
る
独
自
演
目

市
蔵
劇
団
や
市
松
延
見
子
一
座
な
ど
力
の
あ
る
中
芝
居
劇
団
の
場
合
、

自
分
た
ち
で
独
自
演
目
を
創
作
し
、
舞
台
に
掛
け
て
い
た
。
以
下
、
市
蔵

劇
団
関
係
者
や
市
松
延
見
子
の
劇
団
で
創
作
し
た
演
目
を
記
録
し
て
お

く
。

﹇
初
代
備
前
屋
中
村
芝
寛
作
（
翻
案
）『
伏
見
の
里
雪
の
曙
』﹈
義
太
夫
節

え

ぼ

し
お
り
み
ば
え
げ
ん
じ

の
『
烏
帽
子
折
莩
源
氏

伏
見
の
里
の
段
』（
）が
歌
舞
伎
舞
踊
化
さ
れ
、

文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
江
戸
市
村
座
で
初
演
さ
れ
た
常
磐
津

お
ん
な
い
ひ
と
め
の
せ
き
も
り

『
恩
愛

関
守
』
通
称
『
宗
清
』
と
な
っ
た
。
常
盤
御
前
親
子
の
雪
の
中

で
の
逃
避
行
を
描
い
て
お
り
、『
熊
谷
陣
屋
』
の
前
段
と
な
る
演
目
で
あ

る
。
登
場
人
物
は
牛
若
を
懐
に
抱
い
た
常
盤
御
前
、
今
若
、
乙
若
、
常
磐

に
付
き
そ
う
忠
臣
藤
九
郎
盛
長
、
宗
清
、
宗
清
の
妾
白
妙
（
藤
九
郎
の

妹
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
市
蔵
（
藤
田
栄
）
の
岳
父
（
多
恵
子
た
ち
の
母
方

祖
父
）
で
あ
る
初
代
備
前
屋
中
村
芝
寛
（
本
名
大
森
運
平
）
が
義
太
夫
節

に
変
え
一
つ
の
演
目
に
整
え
、
自
ら
の
一
座
で
演
し
物
と
し
て
い
た
。
こ

れ
を
市
蔵
が
座
組
み
し
た
劇
団
で
も
引
き
継
ぎ
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
頻

繁
に
掛
け
た
。
し
か
し
、
子
役
が
二
人
必
要
な
た
め
昭
和
四
十
（
一
九
六

五
）
年
頃
か
ら
は
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

市
蔵
が
延
見
子
一
座
に
在
籍
し
て
い
た
頃
に
、
松
尾
国
三
か
ら
「
何
か

良
い
外
題
は
な
い
か
」
と
問
わ
れ
、
岳
父
が
創
っ
た
こ
の
演
目
を
「
こ
ん

な
ん
あ
る
け
れ
ど
」
と
教
え
た
と
い
う
。
延
見
子
一
座
で
上
演
し
た
か
ど

う
か
は
不
明
だ
が
、
中
芝
居
の
中
で
創
ら
れ
た
外
題
が
こ
の
よ
う
に
し
て

他
の
一
座
に
伝
播
し
た
こ
と
が
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

﹇
初
代
備
前
屋
中
村
芝
寛
作

所
作
事
『
お
光
狂
乱
』﹈
常
磐
津
『
お
光

お
そ
め
ひ
さ
ま
つ
う
き
な
の
よ
み
う
り

狂
乱
』
は
『
お
染
の
七
役

於
染
久
松
色
読
版
』
の
大
詰
を
所
作
事
に
改

作
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
初
代
芝
寛
が
翻
案
し
て
、
お
光
を
主

人
公
に
早
替
り
の
常
磐
津
所
作
事
に
仕
立
て
て
創
っ
た
演
目
が
あ
る
。
曲

の
作
詞
も
手
付
け
も
初
代
芝
寛
が
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

幕
開
き
は
お
染
の
家
の
番
頭
、
善
六
と
太
平
二
人
が
登
場
し
、
久
松
が

持
っ
て
い
る
宝
刀
を
取
り
戻
し
た
い
な
ど
と
話
し
て
い
る
。
二
人
が
上
手

に
引
っ
込
む
と
、
お
染
と
久
松
が
道
行
で
花
道
か
ら
登
場
。
二
人
で
絡
ん

で
踊
る
が
「
あ
れ
、
向
こ
う
か
ら
人
が
く
る
」
と
隠
れ
る
と
、
お
染
か
ら

パ
ッ
と
早
替
り
し
た
子
守
が
登
場
す
る
。
常
磐
津
『
三
ツ
面
子
守
り
』

は
な
に
ち
ょ
う
ま
が
き
の
う
か
れ
め

（『
菊
蝶
東
籬
妓
』）
の
一
部
を
取
り
入
れ
て
、
花
道
で
一
踊
り
し
舞
台

面
に
移
る
と
、
飴
売
り
の
与
次
郎
が
登
場
す
る
。
子
守
と
与
次
郎
が
絡
ん

で
踊
り
「
ア
レ
、
ま
た
い
つ
も
の
」
と
い
っ
て
引
っ
込
む
と
、
与
次
郎
か

五
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ら
早
替
り
し
た
お
光
が
笹
を
手
に
し
て
「
狂
乱
」
の
姿
で
花
道
か
ら
駆
け

だ
し
て
く
る
。
そ
こ
へ
善
六
、
太
平
が
現
れ
る
と
お
光
は
久
松
の
幻
影
を

追
い
か
け
、
二
枚
扇
を
使
っ
て
技
巧
的
な
踊
り
を
見
せ
る
。
お
光
が
笹
を

振
り
な
が
ら
善
六
太
平
と
共
に
引
っ
込
む
と
、
お
光
か
ら
早
替
り
し
た
下

男
キ
ョ
ト
サ
ク
が
、
清
元
『
鳥
羽
絵
』
の
下
男
の
よ
う
な
姿
で
棒
を
持
っ

て
現
れ
、
三
枚
目
の
役
柄
で
棒
を
使
っ
て
面
白
く
踊
り
、
続
け
て
操
り
人

形
の
よ
う
な
所
作
で
踊
る
。
キ
ョ
ト
サ
ク
が
引
っ
込
む
と
お
染
久
松
が
登

場
。
そ
こ
に
キ
ョ
ト
サ
ク
か
ら
早
変
わ
り
し
た
お
光
が
現
れ
て
、
お
染
、

久
松
、
お
光
の
三
人
で
極
め
て
幕
切
と
な
る
。

お
光
、
お
染
、
久
松
の
他
に
子
守
り
、
与
次
郎
、
キ
ョ
ト
サ
ク
と
番
頭

の
善
六
、
太
平
が
登
場
す
る
が
、
初
代
芝
寛
は
そ
れ
ら
の
役
の
い
く
つ
か

を
早
替
り
で
演
じ
て
い
た
と
い
う
。
右
に
記
し
た
構
成
は
市
蔵
劇
団
で
上

演
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
、
初
代
芝
寛
の
息
子

二
代
目
芝

寛
（
本
名

大
森
栄
）、
三
代
目
小
紫
（
多
恵
子
）、
弟
の
勝
三
（
の
ち
の

二
代
目
団
四
郎
）
と
、
三
人
で
役
を
く
る
く
る
変
え
る
よ
う
に
二
代
目
芝

寛
が
翻
案
し
て
上
演
し
て
い
た
。
お
光
と
与
次
郎
と
キ
ョ
ト
サ
ク
の
三
役

を
二
代
目
芝
寛
、
お
染
と
子
守
り
の
二
役
を
三
代
目
小
紫
、
久
松
を
勝
三

が
演
じ
た
。
二
代
目
芝
寛
引
退
後
は
三
代
目
芝
寛
（
勝
三
）
が
与
次
郎
と

キ
ョ
ト
サ
ク
の
二
役
を
演
じ
、
中
村
時
若
（
兼
元
末
次
）
が
お
光
を
演
じ

た
。

﹇
二
代
目
中
村
芝
寛
作

所
作
事
『
諏
訪
明
神
』﹈
二
代
目
中
村
芝
寛
は

六
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
門
下
で
あ
っ
た
と
い
う
西
川
扇
左
衛
門（
）に
師

事
し
、
所
作
事
を
専
門
と
す
る
役
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
初
代
芝
寛
一
座

の
解
散
後
、
二
代
目
芝
寛
は
初
代
市
川
団
四
郎
一
座
を
経
て
市
蔵
劇
団
に

加
入
し
た
。
そ
の
後
「
何
か
変
わ
っ
た
所
作
事
も
や
ろ
う
」
と
、
自
ら
作

っ
た
所
作
事
が
『
諏
訪
明
神
』（『
明
神
と
八
重
垣
姫
』）
で
あ
る
。
義
太

夫
長
唄
掛
け
合
い
で
物
語
構
成
も
曲
の
手
付
け
も
す
べ
て
二
代
目
芝
寛
に

よ
る
。
舞
台
後
方
に
義
太
夫
と
長
唄
連
中
が
並
び
、
幕
切
に
は
同
じ
曲
を

同
調
子
で
一
緒
に
弾
き
、
大
変
に
賑
や
か
で
あ
っ
た
。
所
作
の
構
成
は
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
官
女
と
文
屋
の
よ
う
な
姿
の
二
人
が
登
場
し
長
唄
で
踊
る
。
官

女
と
文
屋
が
上
手
に
引
込
む
と
八
重
垣
姫
が
諏
訪
法
性
の
兜
を
持
っ
て
花

道
か
ら
走
り
出
る
。
そ
こ
へ
文
屋
の
よ
う
な
姿
の
者
が
再
び
登
場
し
、
八

重
垣
に
絡
ん
で
い
る
勝
頼
の
追
っ
手
を
追
い
払
う
。「
何
者
な
る
ぞ
」
の

八
重
垣
の
問
い
か
け
に
「
我
こ
そ
は
」
と
名
乗
っ
て
舞
台
の
上
で
引
き
抜

き
、
斎
藤
道
三
に
早
替
り
す
る
。『
関
の
扉
』
の
黒
主
の
よ
う
な
髪
型
の

道
三
と
八
重
垣
姫
が
兜
を
巡
っ
て
踊
り
、
道
三
が
長
刀
で
兜
に
斬
り
か
か

る
が
、
兜
に
追
わ
れ
て
花
道
に
入
っ
て
い
く
。
舞
台
に
残
っ
た
八
重
垣
姫

五
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が
『
狐
火
』
を
人
形
振
り
で
踊
る
。
そ
の
間
に
道
三
の
役
者
が
諏
訪
明
神

に
姿
を
替
え
、『
小
鍛
治
』
の
稲
荷
明
神
の
毛
に
金
冠
の
よ
う
な
冠
を
被

り
、
鉄
杖
を
手
に
登
場
す
る
。
そ
し
て
諏
訪
法
性
の
兜
を
持
っ
た
八
重
垣

と
諏
訪
明
神
が
花
道
を
勢
い
よ
く
駆
け
る
な
ど
、
躍
動
感
の
あ
る
踊
り
を

見
せ
る
。「
〽
連
れ
て
虚
空
へ
」
の
と
こ
ろ
で
八
重
垣
姫
が
火
焔
宝
珠
文

様
の
衣
裳
に
引
き
抜
き
、
と
同
時
に
舞
台
後
方
の
義
太
夫
の
太
夫
、
三
味

線
方
、
長
唄
連
中
も
全
員
引
き
抜
い
て
火
焔
宝
珠
文
様
の
裃
に
替
わ
る
。

舞
台
天
井
か
ら
は
白
狐
が
何
頭
も
降
り
て
き
て
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
中
、

八
重
垣
は
諏
訪
明
神
の
左
肩
に
ポ
ー
ン
と
飛
び
乗
っ
た
形
で
極
め
、
幕
切

と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
派
手
で
賑
や
か
な
演
出
で
あ
っ
た
た
め
、「
お
客
さ
ん

が
ワ
ー
ワ
ー
言
っ
て
」
喜
び
、
大
当
た
り
の
人
気
演
目
だ
っ
た
。
文
屋
と

斎
藤
道
三
、
諏
訪
明
神
の
三
役
は
二
代
目
芝
寛
が
早
替
り
で
勤
め
た
。
二

代
目
小
紫
存
命
中
か
ら
こ
の
演
目
が
上
演
さ
れ
て
い
た
が
、
姉
智
子
は
性

格
的
に
優
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
、
身
軽
で
、
つ
ね
に
活
発
に
動
い

て
踊
れ
る
妹
多
恵
子
（
三
代
目
小
紫
）
が
十
九
歳
頃
か
ら
八
重
垣
姫
専
門

で
踊
っ
た
。
こ
の
演
目
を
昼
狂
言
の
キ
リ
に
出
せ
ば
観
客
が
「
晩
も
ま
た

見
た
い
」
と
通
っ
て
来
た
と
い
う
。
人
気
演
目
の
た
め
長
く
上
演
し
て
お

り
、
二
代
目
芝
寛
退
団
後
も
前
段
を
カ
ッ
ト
し
て
三
代
目
芝
寛
（
勝
三
）

が
引
き
継
い
で
上
演
し
て
い
た
。

﹇
二
代
目
中
村
芝
寛
作

所
作
事

演
目
名
不
詳
﹈
こ
れ
も
二
代
目
芝
寛

が
所
作
も
曲
も
創
作
し
た
演
目
で
あ
る
。
彼
は
常
に
創
作
活
動
を
し
て
い

た
。
前
段
に
一
人
の
男
と
二
人
の
禿
風
の
女
、
そ
の
後
に
仕
丁
風
の
男
二

人
が
出
て
き
て
踊
り
、
後
段
で
は
五
人
が
全
員
変
化
し
、
長
毛
の
カ
シ
ラ

を
か
ぶ
っ
て
登
場
す
る
。
真
ん
中
に
主
役
の
男
役
者
が
白
の
毛
、
両
脇
に

赤
の
毛
の
女
役
者
、
外
の
両
脇
に
黒
の
毛
の
男
役
者
の
順
に
並
び
、
三
色

五
人
が
一
斉
に
毛
を
振
る
と
い
う
派
手
な
演
出
で
、
長
唄
と
義
太
夫
の
掛

け
合
い
で
あ
る
。『
諏
訪
明
神
』
の
次
を
狙
っ
て
創
作
し
た
演
目
だ
が
、

物
語
に
無
理
が
あ
っ
た
た
め
か
上
演
期
間
は
あ
ま
り
長
く
な
く
、
残
念
な

が
ら
多
恵
子
も
勝
三
も
演
目
名
は
記
憶
に
な
い
と
い
う
。

﹇
市
松
延
見
子
一
座
の
創
作
外
題
『
浮
か
れ
三
味
線
』﹈
『
浮
か
れ
三
味

線
』
は
市
松
延
見
子
一
座
で
創
作
さ
れ
た
演
目
で
あ
る
。
延
見
子
一
座
に

市
蔵
と
二
代
目
小
紫
が
在
籍
し
て
い
た
時
分
は
頻
繁
に
上
演
し
て
お
り
、

市
蔵
ら
は
そ
れ
を
覚
え
て
帰
り
、
自
分
の
劇
団
で
も
よ
く
掛
け
た
と
い

う
。松

羽
目
物
を
模
し
た
作
り
で
、
千
之
丞
、
万
之
丞
、
億
之
丞
が
登
場
す

る
。
ま
ず
は
花
の
盛
り
の
場
面
で
元
禄
衣
裳
を
着
た
踊
り
子
が
長
唄
「
元

禄
花
見
踊
」
で
華
や
か
に
踊
る
と
こ
ろ
へ
千
之
丞
と
万
之
丞
が
現
れ
る
。

五
七



二
人
は
武
芸
比
べ
や
相
撲
を
取
っ
て
力
比
べ
を
す
る
が
、
万
之
丞
が
す
べ

て
勝
つ
。
そ
れ
で
は
、
と
遊
芸
、
三
味
線
は
弾
け
る
か
と
千
之
丞
が
挑
発

す
る
と
、
万
之
丞
は
弾
け
も
し
な
い
の
に
弾
け
る
と
言
っ
て
し
ま
い
首
を

賭
け
て
の
勝
負
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
万
之
丞
は
三
味
線
の
達
者
な
億
之

丞
を
訪
ね
子
細
を
話
し
て
相
談
す
る
と
、
二
人
羽
織
で
三
味
線
を
弾
く
と

い
う
算
段
を
す
る
。
そ
こ
へ
千
之
丞
が
踊
り
子
を
連
れ
て
や
っ
て
く
る
。

二
人
羽
織
で
の
ド
タ
バ
タ
し
た
や
り
と
り
に
続
き
、
長
唄
「
狸
」
を
二
人

羽
織
の
億
之
丞
が
弾
き
、
千
之
丞
は
唄
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
打
つ
。
そ
の

唄
の
調
子
に
乗
っ
た
万
之
丞
は
懐
か
ら
手
を
出
し
て
手
拍
子
を
打
つ
が
、

慌
て
て
手
を
隠
す
。
い
ぶ
か
し
く
思
っ
た
千
之
丞
が
万
之
丞
の
前
に
太
鼓

を
据
え
撥
を
持
た
せ
る
と
、
万
之
丞
は
浮
か
れ
て
太
鼓
を
叩
き
だ
し
企
み

が
露
見
。
万
之
丞
と
億
之
丞
は
逃
げ
だ
し
「
や
る
ま
い
ぞ
や
る
ま
い
ぞ
」

で
幕
と
な
る
。
延
見
子
一
座
で
は
億
之
丞
を
延
見
子
が
演
じ
、
市
蔵
劇
団

に
持
ち
帰
っ
て
か
ら
は
二
代
目
小
紫
、
そ
の
後
は
三
代
目
小
紫
が
演
じ

た
。
二
人
羽
織
と
い
う
不
自
然
な
体
勢
で
も
三
味
線
が
弾
け
る
億
之
丞
役

の
役
者
が
居
て
、
な
お
か
つ
顔
の
表
情
だ
け
で
芝
居
の
で
き
る
万
之
丞
役

の
役
者
が
居
な
い
と
で
き
な
い
演
目
で
あ
る
。
ま
た
出
語
り
で
弾
く
三
味

線
も
二
上
が
り
と
本
調
子
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
構
成
に
な
っ
て
い

る
。
時
間
的
に
は
短
い
が
華
や
か
で
か
つ
喜
劇
的
で
あ
る
た
め
人
気
の
高

い
演
目
だ
っ
た
。

四
、
小
芝
居
の
演
出

以
上
の
事
例
か
ら
小
芝
居
が
採
用
し
て
き
た
演
出
の
特
徴
を
分
析
す
る

が
、
市
蔵
劇
団
で
は
大
歌
舞
伎
で
も
よ
く
演
じ
ら
れ
た
演
目
を
大
歌
舞
伎

と
変
わ
り
な
い
演
出
で
上
演
も
し
て
い
た
。
以
下
の
分
析
は
小
芝
居
独
特

の
演
出
に
注
目
し
て
整
理
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

四
│
一
、
観
客
を
喜
ば
せ
る
派
手
な
演
出

ま
ず
は
派
手
な
演
出
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。『
京
人
形
』
の
幕

切
で
は
、
大
勢
の
人
形
が
所
狭
し
と
舞
台
に
現
れ
る
と
い
う
派
手
で
華
や

か
な
舞
台
で
あ
る
。
観
客
に
大
受
け
し
た
と
い
う
独
自
演
目
『
諏
訪
明

神
』
で
は
長
唄
と
義
太
夫
の
掛
け
合
い
や
同
調
子
で
賑
や
か
に
演
奏
し
、

そ
れ
に
加
え
て
八
重
垣
姫
の
人
形
振
り
が
あ
り
、
ま
た
八
重
垣
姫
が
花
道

を
駆
け
た
り
跳
ん
だ
り
跳
ね
た
り
な
ど
し
て
踊
る
。
幕
切
で
は
八
重
垣
姫

だ
け
で
は
な
く
後
方
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
長
唄
義
太
夫
陣
も
全
員
が
引
き

抜
い
て
火
焔
宝
珠
文
様
の
衣
裳
に
な
り
、
舞
台
天
井
か
ら
現
れ
た
何
頭
も

の
白
狐
が
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
中
で
極
め
る
と
い
う
、
派
手
な
舞
台
で
あ
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り
、
観
客
が
大
喜
び
す
る
姿
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
同
じ
く

独
自
演
目
の
変
化
物
で
は
赤
白
黒
の
色
の
毛
を
付
け
た
五
人
が
毛
を
振

る
。
こ
れ
ま
た
大
変
に
賑
や
か
な
舞
台
で
あ
る
。
ま
た
、『
日
高
川
』
の

演
出
で
も
鱗
の
付
い
た
蛇
体
が
波
の
上
に
見
え
隠
れ
し
、
蛇
に
変
化
し
た

清
姫
は
顔
に
隈
を
入
れ
る
だ
け
で
な
く
角
が
生
え
牙
も
む
き
出
す
。『
関

の
扉
』
は
掛
け
合
い
で
華
や
か
に
踊
ら
れ
た
。『
俊
寛
』
の
幕
切
で
は
波

布
か
ら
顔
を
出
し
て
口
に
含
ん
だ
水
を
口
か
ら
吹
き
上
げ
る
、
と
い
う
演

出
が
観
客
に
受
け
た
と
い
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
三
代
目
猿
之
助
は

「
こ
う
い
っ
た
バ
カ
バ
カ
し
い
表
現
が
観
客
に
受
け
る
」
の
で
あ
り
、
嘘

実
を
織
り
ま
ぜ
る
こ
と
で
真
実
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
歌
舞
伎
の
お
も
し

ろ
さ
が
あ
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
近
代
以
降
の
歌
舞
伎
が
芸
術
至
上
主

義
で
推
し
進
め
ら
れ
、
非
合
理
性
が
排
さ
れ
た
が
、
そ
れ
こ
そ
に
「
歌
舞

伎
の
魅
力
」
が
あ
り
、「
歌
舞
伎
誕
生
の
根
本
に
あ
っ
た
『
傾
く
』
す
ご

さ
」
が
「
西
欧
の
近
代
合
理
主
義
の
壁
を
打
ち
破
る
斬
新
さ
を
も
っ
て
、

観
客
を
打
つ
」（
）と
も
述
べ
て
い
る
。
拙
稿
（
二
〇
二
二
ａ
）
で
も
述
べ

た
が
、
岸
田
劉
生
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
芸
術
的
に
高
級
な
る
卑
近

美
」（
）、
す
な
わ
ち
大
歌
舞
伎
で
は
消
し
去
ら
れ
て
い
た
非
合
理
的
な
、

あ
る
意
味
で
は
大
衆
受
け
す
る
派
手
な
演
出
が
小
芝
居
の
中
に
残
存
し
て

い
た
こ
と
を
市
蔵
劇
団
の
演
出
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
│
二
、
早
替
り

派
手
な
演
出
の
具
体
例
に
「
早
替
り
」
も
あ
る
。『
壺
坂
』
で
の
沢
市

と
雁
九
郎
の
早
替
り
は
小
芝
居
で
は
当
た
り
前
に
続
け
ら
れ
て
お
り
、
市

蔵
劇
団
も
例
外
で
は
な
い
。
初
代
中
村
芝
寛
創
作
の
『
お
光
狂
乱
』
で

は
、
お
光
、
お
染
、
久
松
、
子
守
り
、
与
次
郎
、
キ
ョ
ト
サ
ク
役
を
三
名

で
く
る
く
る
と
早
替
り
し
て
お
り
、
九
代
目
団
十
郎
も
行
っ
て
い
た
二
枚

扇
を
使
っ
た
技
巧
的
な
舞
も
披
露
し
て
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
を
し
て

い
た
。
市
松
延
見
子
も
早
替
り
が
得
意
で
、
例
え
ば
昭
和
十
七
（
一
九
四

二
）
年
一
月
、
名
古
屋
歌
舞
座
の
公
演
で
は
大
切
所
作
事
『
御
ひ
ゐ
き
五

役
』
で
雷
神
、
お
光
、
土
手
の
お
六
、
久
松
、
お
染
の
五
役
を
「
め
ま
ぐ

る
し
い
程
の
早
變
り
を
冴
へ
た
鮮
な
技
巧
で
進
行
」
す
る
演
出
を
見
せ
、

雷
神
の
姿
で
阿
古
屋
の
三
味
線
を
弾
い
た
後
に
土
手
の
お
六
に
早
替
り
し

て
い
た（
）。
ま
た
、
延
見
子
は
『
新
編
有
馬
猫
』
で
も
五
役
早
替
り
を

し
て
い
る
。

早
替
り
は
「
す
で
に
宝
永
（
一
七
〇
四
〜
一
一
）
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
、

文
化
・
文
政
期
（
一
八
〇
四
〜
三
〇
）
の
怪
談
物
は
、
特
に
早
替
り
が
多

用
さ
れ
て
流
行
し
た
」
が
、「
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、
特
に
関
西
で
好

ま
れ
た
」（
）と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
早
替
り
が
「
ケ
レ
ン
の
一
技
法
」

と
考
え
ら
れ
、
関
東
の
大
歌
舞
伎
で
は
敬
遠
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今

五
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で
こ
そ
大
歌
舞
伎
で
も
早
替
り
の
演
目
の
上
演
は
多
い
が
、
関
東
の
大
歌

舞
伎
で
一
時
期
削
ら
れ
た
「
早
替
り
」
が
上
方
歌
舞
伎
の
中
に
残
り
、
上

方
歌
舞
伎
衰
退
後
は
小
芝
居
の
中
で
保
持
さ
れ
、
そ
れ
を
大
衆
は
喜
ん
で

受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

四
│
三
、
人
形
振
り

市
蔵
劇
団
で
は
『
矢
口
渡
』
の
お
舟
、『
狐
火
』
の
八
重
垣
姫
、『
日
高

川
』
の
清
姫
、『
八
百
屋
お
七
』（
）な
ど
、
人
形
振
り
で
演
じ
る
演
目
も

多
か
っ
た
。
当
時
、
市
川
九
女
八
（
の
ち
の
市
川
女
升
）（
）と
名
乗
る
女

役
者
が
活
躍
し
て
い
た
。
彼
女
は
す
べ
て
を
人
形
振
り
で
演
ず
る
「
首
振

り
芝
居
」
出
身
で
、
幼
少
時
か
ら
人
形
振
り
を
叩
き
込
ん
で
い
た
の
で
、

彼
女
の
人
形
振
り
は
「
ち
ょ
っ
と
ま
ね
の
で
き
な
い
」
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
っ
た
と
多
恵
子
は
記
憶
し
て
い
る
。

し
か
し
大
歌
舞
伎
や
そ
の
周
辺
の
評
論
家
の
「
人
形
振
り
」
に
対
す
る

評
価
は
低
か
っ
た
。
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
に
加
賀
山
直
三
は

「
人
形
振
は
そ
の
役
の
異
常
に
高
揚
し
た
心
理
状
態
の
時
と
か
、
そ
の
役

が
狂
言
全
体
か
ら
み
て
性
格
が
相
違
し
て
前
後
矛
盾
し
て
い
る
の
を
救
う

た
め
あ
る
い
は
長
時
間
の
ひ
と
り
芝
居
の
間
を
も
た
せ
る
方
法
と
し
て
行

う
こ
と
も
あ
る
。
一
種
の
ケ
レ
ン
的
な
演
出
で
、
ご
ま
か
し
の
た
め
の
演

出
と
蔑
視
す
る
人
も
あ
る
」（
）と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
明
治
以

降
、
芸
術
至
上
主
義
を
追
い
求
め
て
い
た
昭
和
三
十
年
代
後
半
ま
で
の
歌

舞
伎
界
の
考
え
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
が
主
流
で
あ
っ
た
た

め
に
、
七
代
目
宗
十
郎
が
人
形
振
り
の
お
舟
で
人
気
を
博
し
「
高
賀
十

種
」
に
入
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
紀
伊
國
屋
に
は
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鴈
治
郎
家
の
二
代
目
扇
雀
や
初
代
壱
太
郎
が
昭
和

四
十
九
年
、
令
和
元
年
に
お
舟
の
人
形
振
り
を
演
じ
て
い
る
の
は
、「
早

替
り
」
同
様
、
上
方
歌
舞
伎
に
そ
の
片
鱗
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

四
│
四
、
ケ
レ
ン

大
正
時
代
の
小
芝
居
の
方
で
は
、
先
に
述
べ
た
澤
村
源
之
丞
や
、
市
川

鶴
之
助（
）と
い
っ
た
、
ケ
レ
ン
で
名
を
売
っ
た
役
者
が
居
た
。
源
之
丞

に
つ
い
て
は
三
宅
三
郎
が
「
ケ
レ
ン
が
鮮
や
か
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

歌
舞
伎
の
芸
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
長
年
源
之
丞
が
小
劇
場
で
ま
っ
と
う

な
芝
居
を
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
早
替
り
や
立
廻

り
を
得
意
と
し
て
い
た
市
川
鶴
之
助
は
初
代
市
川
右
団
次
（
の
ち
の
市
川

斎
入
）（
）の
弟
子
で
あ
り
、
師
匠
の
右
団
次
は
幕
末
に
活
躍
し
た
四
代
目

市
川
小
団
次（
）の
実
子
で
あ
る
。「
い
ま
で
は
定
着
し
て
い
る
市
川
猿
之
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助
の
忠
信
の
早
替
り
、
宙
乗
り
の
系
統
と
し
て
は
、
小
団
次
、
右
団
次

（
斎
入
）、
鶴
之
助
の
伝
承
と
い
う
感
じ
が
す
る
」（
）と
中
川
哲
が
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
上
方
の
ケ
レ
ン
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
い
た
の
が
市
川
鶴

之
助
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
『
四
ノ
切
』
で
の
早
替
り
や
宙
乗
り
、
本
水
を

使
っ
て
の
『
鯉
つ
か
み
』
あ
る
い
は
『
丸
橋
忠
弥
』
で
の
鮮
や
か
な
立
廻

り
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
「
色
合
い
と
か
付
け
味
と
し
て
の
早
替
り
、

宙
乗
り
は
良
い
と
し
て
、
そ
れ
を
売
り
物
に
す
る
な
ど
と
は
如
何
か
、
ま

し
て
ケ
レ
ン
と
く
れ
ば
そ
れ
自
身
が
邪
道
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
」
に

あ
っ
て
は
「
鶴
之
助
は
や
や
異
端
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」

と
中
川
は
い
う（
）。
昭
和
三
十
年
代
後
半
ま
で
の
歌
舞
伎
界
に
お
け
る

ケ
レ
ン
に
対
す
る
評
価
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
加
賀
山
直
三
の

文
章
を
引
用
し
て
み
る
。「
見
た
目
本
位
の
低
い
見
物
に
こ
び
る
演
出
を

い
う
。
演
技
で
い
え
ば
、
芸
の
本
筋
の
規
を
越
え
た
一
種
の
ハ
ッ
タ
リ
・

放
れ
業
、
単
に
意
想
外
を
ね
ら
っ
た
末
梢
的
な
技
巧
、
見
せ
物
的
な
手
法

で
あ
り
、
舞
台
的
に
い
え
ば
、
大
道
具
小
道
具
の
仕
掛
け
物
の
必
要
以
上

の
使
用
、
本
雨
・
宙
乗
・
過
剰
な
早
替
り
、
軽
業
な
ど
は
け
れ
ん
と
い
え

る
。
け
れ
ん
は
正
道
で
は
な
い
が
、
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
が
卑
近
な
庶

民
芸
術
で
あ
り
、
遊
び
を
許
さ
れ
て
い
る
以
上
、
あ
る
程
度
は
必
要
で
あ

り
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（
）。
こ
の
よ
う
に
、
歌
舞
伎
は
芸
術
で
あ
る

べ
き
と
考
え
て
い
た
当
時
は
、
ケ
レ
ン
は
唾
棄
す
べ
き
演
出
と
さ
れ
て
お

り
、
ケ
レ
ン
を
使
う
小
芝
居
に
対
し
下
位
の
物
と
み
る
視
点
が
非
常
に
強

か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
南
北
の
『
四
谷
怪
談
』
ま
で
も

否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
源
之
丞
や
鶴
之
助
以
降
も
小
芝
居

の
役
者
や
劇
団
は
、
観
客
に
受
け
る
ケ
レ
ン
な
演
出
、「
早
替
り
」
や

「
宙
乗
り
」「
人
形
振
り
」
と
い
っ
た
演
出
を
売
り
に
し
た
。
そ
れ
ら
は
江

戸
時
代
の
庶
民
が
欲
し
た
「
庶
民
芸
術
」
の
大
道
だ
っ
た
と
い
え
る
。
戸

板
康
二
に
よ
れ
ば
『
矢
口
渡
』
で
も
「
小
芝
居
で
は
新
田
義
興
の
霊
が
宙

乗
り
で
あ
ら
わ
れ
、
矢
を
射
る
所
を
見
せ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
」（
）と

い
う
。『
お
光
狂
乱
』
で
み
せ
る
何
役
も
の
早
替
り
や
、『
諏
訪
明
神
』
で

の
早
替
り
、
人
形
振
り
、
全
員
で
の
引
き
抜
き
、
そ
し
て
白
狐
が
上
か
ら

何
頭
も
現
れ
る
中
で
の
幕
切
と
い
う
派
手
な
舞
台
は
、
観
客
に
大
受
け
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
。『
浮
か
れ
三
味
線
』
で
見
せ
る
二
人
羽
織
で
の
三

味
線
演
奏
と
い
う
曲
弾
き
は
ま
さ
に
ケ
レ
ン
と
い
え
る
。「
い
ま
の
猿
之

助
歌
舞
伎
の
狙
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
こ
う
し
た
小
芝
居
の
大
衆
性
、
猥

雑
さ
（
中
略
）
の
復
元
に
あ
る
と
思
え
る
」（
）と
い
う
よ
う
に
、
猿
之
助

に
よ
っ
て
岸
田
劉
生
の
い
う
「
芸
術
的
に
高
級
な
る
卑
近
美
」
を
も
つ
江

戸
期
の
歌
舞
伎
の
復
権
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
近
代
以
降
も
小

芝
居
の
中
で
そ
れ
ら
が
保
持
さ
れ
続
け
て
い
た
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
と
い
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う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
小
芝
居
で
は
ケ
レ
ン
な
演
出
ば
か
り
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
三
宅
三
郎
が
源
之
丞
に
つ
い
て
「
歌
舞
伎
の
芸
」
と
し
て
「
ま
っ
と

う
な
芝
居
」
を
し
て
き
た
と
評
価
し
て
お
り
、
晩
年
の
鶴
之
助
を
知
っ
て

い
る
多
恵
子
や
勝
三
も
「
ケ
レ
ン
ば
っ
か
り
や
っ
て
い
る
人
じ
ゃ
な
か
っ

た
し
、『
時
雨
の
炬
燵
』
の
治
兵
衛
と
か
、
ま
と
も
な
芝
居
」
を
見
せ
る

役
者
だ
っ
た
と
語
る
。
小
芝
居
で
は
ま
っ
と
う
な
歌
舞
伎
の
中
に
早
替
り

や
人
形
振
り
な
ど
を
ち
り
ば
め
、
観
客
が
喜
ぶ
舞
台
を
作
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

四
│
五
、
自
在
な
台
本
の
改
変

小
芝
居
が
上
演
す
る
劇
場
、
芝
居
小
屋
は
大
歌
舞
伎
の
そ
れ
と
比
べ
て

狭
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
舞
台
の
大
き
さ
や
一
座
の
人
数
、
あ
る
い
は
時

間
の
制
約
が
あ
る
場
合
、
台
本
の
カ
ッ
ト
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
面
白
く

な
い
、
観
客
に
受
け
の
悪
い
場
面
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
権
藤

芳
一
に
よ
れ
ば
上
方
歌
舞
伎
で
は
近
松
物
で
も
原
作
通
り
に
固
執
せ
ず
、

そ
の
時
代
に
合
わ
せ
て
書
き
替
え
て
上
演
す
る
伝
統
が
あ
っ
た
と
い

う（
）。
そ
の
時
や
小
屋
、
地
域
に
合
わ
せ
て
客
に
受
け
る
よ
う
に
脚
本

や
演
出
を
自
在
に
変
え
る
の
は
、
客
に
顔
を
向
け
て
い
る
上
方
歌
舞
伎
や

小
芝
居
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
小
芝
居
の
演
出
は
大
衆
を
飽
き
さ
せ
ず
大
喜
び
さ
せ
る
仕

掛
け
が
満
載
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
江
戸
期
の
歌
舞
伎
の
名
残
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
を
引
き
継
い
で
い
た
上
方
歌
舞
伎
の
伝
統
と
い
え
、
上
方
歌
舞

伎
の
衰
退
後
も
小
芝
居
の
中
で
保
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

五
、
小
芝
居
の
も
つ
魅
力
と
挟
持

以
上
の
よ
う
な
演
出
を
小
芝
居
で
は
保
持
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
十

把
一
絡
げ
に
「
臭
い
芝
居
」
と
い
う
評
価
が
つ
き
ま
と
う
。
ま
た
、「
コ

セ
る
」
と
い
う
言
葉
や
「
泥
が
つ
い
て
い
る
」
な
ど
の
言
葉
も
使
わ
れ

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
芸
に
対

す
る
意
識
を
語
り
の
中
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

五
│
一
、「
臭
い
」
芝
居
と
「
ま
と
も
」
な
芝
居

「
臭
い
」
と
い
う
の
は
「
冗
談
っ
ぽ
く
言
え
ば
ね
、『
チ
ン
チ
ン
ポ
テ
チ

ン
チ
ン
ポ
テ
チ
ン
も
ひ
と
つ
お
ま
け
に
チ
ン
ポ
テ
チ
ン（
）』
と
い
う
よ

う
な
、
つ
ま
り
大
げ
さ
に
と
言
う
か
く
ど
い
、
見
方
に
よ
っ
て
は
派
手
な

演
出
を
臭
い
と
言
う
ん
か
な
」
と
多
恵
子
は
言
う
。
そ
の
土
地
柄
、
お
客
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を
引
き
付
け
る
た
め
に
「
も
一
つ
ポ
テ
チ
ン
、
し
よ
か
」
と
や
や
臭
い
演

出
を
す
る
こ
と
も
皆
無
で
は
な
か
っ
た
が
「
今
日
の
客
筋
見
て
、
ち
ょ
っ

お
し
ろ
い

と
い
い
粋
筋
の
女
が
客
に
い
た
ら
、
も
一
つ
余
計
に
白
粉
塗
ろ
か
、
っ
て

み
ご
う
し
ゃ

冗
談
言
う
た
り
な
ぁ
」
と
笑
い
話
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
見
巧
者
の
観
客

が
居
れ
ば
そ
れ
に
合
わ
せ
た
演
技
を
す
る
な
ど
、
そ
の
と
き
ど
き
の
観
客

を
喜
ば
す
工
夫
の
一
つ
に
「
臭
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
演
出
が
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
「
も
一
つ
お
ま
け
に
」
と
や
っ
て
も
、
そ
れ
を
く
ど
く
見

せ
ず
に
「
派
手
な
」「
華
や
か
な
」
舞
台
と
見
せ
る
腕
の
あ
る
役
者
が
居

た
こ
と
も
事
実
で
、
細
川
興
行
の
看
板
役
者
で
あ
っ
た
市
川
右
田
次
は
そ

の
よ
う
な
「
派
手
型
」
で
客
を
引
き
付
け
る
役
者
だ
っ
た
と
い
う
。
中
川

哲
は
小
芝
居
の
「
臭
い
芸
」
に
つ
い
て
「
お
客
あ
っ
て
の
芝
居
な
の
だ
か

ら
、
そ
の
日
そ
の
晩
の
客
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
て
演
技
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も

違
っ
て
こ
よ
う
。
乗
り
が
悪
い
と
思
え
ば
、
抜
い
て
飛
ば
す
こ
と
も
あ
ろ

う
し
、
と
き
に
は
意
識
し
て
し
つ
こ
く
演
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。
そ

れ
が
玄
人
（
い
ま
で
は
プ
ロ
と
い
う
）
の
芝
居
だ
っ
た
。
臭
い
と
い
う
言

わ
れ
か
た
は
心
外
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
サ
ー
ビ
ス
精
神

に
あ
た
る
」（
）と
述
べ
る
。
芸
術
至
上
主
義
と
小
芝
居
を
差
別
す
る
体
制

の
確
立（
）に
よ
り
、
本
来
庶
民
が
愛
し
た
職
人
芸
を
貶
め
る
言
葉
と
し

て
「
臭
い
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
側
面
は
あ
っ
た
。「
も
一
つ
お
ま

け
に
」
と
演
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
プ
ロ
の
サ
ー
ビ
ス
精

神
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
「
も
一
つ
お
ま
け
に
」
と
い
う
よ
う
な
芝
居
を
す
る
人
を
多
恵

子
は
「
変
わ
っ
た
芝
居
を
す
る
人
」
と
言
い
、
市
蔵
劇
団
で
は
そ
の
よ
う

な
役
者
は
居
な
か
っ
た
と
い
う
。
役
者
の
舞
台
上
の
配
置
に
も
意
味
が
あ

り
、
衣
裳
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
理
屈
」
が
あ
る
か
ら
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り

考
え
て
演
じ
な
く
て
は
な
ら
ず
、「
型
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
、
理
屈
に

合
わ
ん
こ
と
は
」
し
て
は
な
ら
な
い
と
多
恵
子
は
言
う
が
、
他
の
小
芝
居

劇
団
に
は
「
臭
い
」
を
通
り
越
し
て
「
場
外
れ
」
な
、「
理
屈
に
合
わ
な

い
芝
居
」
を
す
る
役
者
が
居
た
こ
と
も
事
実
だ
と
い
う
。
小
芝
居
出
身
役

者
の
自
伝
な
ど
で
語
ら
れ
る
よ
う
な
「
暴
れ
回
る
無
茶
芝
居
」
や
剣
戟
を

取
り
入
れ
る
劇
団
、
見
得
さ
え
切
れ
ば
歌
舞
伎
に
な
る（
）と
思
っ
て
い

る
よ
う
な
役
者
、「
変
わ
っ
た
芝
居
を
す
る
」
役
者
一
座
も
「
小
芝
居
」

と
し
て
興
行
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
多
恵
子

は
、「
生
意
気
だ
け
れ
ど
も
、
人
と
話
し
て
い
て
、
世
の
中
で
一
口
に
言

う
普
通
の
『
小
芝
居
』
と
一
緒
に
し
な
い
で
よ
、
て
な
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ

と
あ
っ
て
ね
」
と
言
う
。
つ
ま
り
歌
舞
伎
を
演
ず
る
小
芝
居
の
中
に
も
ラ

ン
ク
が
有
り
、
市
蔵
劇
団
に
出
入
り
す
る
役
者
と
、「
変
わ
っ
た
芝
居
」

を
す
る
役
者
と
は
一
緒
に
し
て
欲
し
く
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
彼
ら
自
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身
の
歌
舞
伎
に
対
す
る
矜
恃
で
あ
り
、
市
蔵
劇
団
の
意
識
の
高
さ
で
あ
っ

た
。「
う
ち
の
劇
団
で
は
芝
居
自
体
は
、
ま
と
も
な
、
正
確
っ
て
い
う
か
、

本
式
の
芝
居
を
す
る
人
た
ち
が
割
と
居
た
っ
て
い
う
こ
と
は
確
か
や
と
思

い
ま
す
。
他
所
の
劇
団
に
居
て
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
芝
居
を
す
る
人
で

も
、
う
ち
に
来
れ
ば
み
ん
な
に
合
わ
し
て
、
自
然
と
ま
と
も
な
芝
居
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
わ
ね
。
臭
い
！
っ
て
言
わ
れ
る
役
者
が
来
て

も
、
そ
の
臭
さ
は
こ
の
劇
団
の
芝
居
で
は
や
れ
な
い
な
と
思
っ
て
や
ら
な

く
な
る
。
ち
ょ
っ
と
臭
く
や
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
か
な
っ
て
い
う
劇
団
に
行
け

ば
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
や
る
だ
ろ
う
し
」
と
言
う
。
市
蔵
劇
団
に
在
籍
し

た
役
者
で
い
え
ば
、
初
代
中
村
福
太
郎
、
尾
上
菊
太
郎
、
市
川
右
鶴
、
市

川
栄
舛
、
細
川
興
行
に
居
た
片
岡
秀
郎
ら
は
「
ま
と
も
」
な
、「
ま
っ
と

う
な
」
芝
居
を
す
る
役
者
達（
）だ
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
で
も
、「
自
分
た
ち
の
芝
居
を
大
歌
舞
伎
の
人
た
ち
が
見
れ
ば

『
土
つ
い
て
る
』『
泥
が
つ
い
て
る
』
と
言
う
と
思
う
よ
」
と
語
る
。
先
に

見
た
よ
う
に
、
客
を
喜
ば
せ
る
こ
と
を
第
一
義
に
考
え
る
と
い
う
姿
勢

と
、
大
歌
舞
伎
の
「
芸
術
至
上
主
義
」
と
は
相
容
れ
な
い
部
分
も
多
か
っ

た
。

五
│
二
、「
コ
セ
る
」
と
い
わ
れ
る
演
技

小
芝
居
は
「
コ
セ
る
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
「
コ
セ
る
」
と

「
臭
い
」
は
少
し
違
う
と
多
恵
子
は
認
識
し
て
い
る
。「
コ
セ
コ
セ
し
て

る
、
コ
セ
つ
く
と
い
う
の
は
、
ポ
テ
チ
ン
を
仰
山
使
う
と
か
そ
う
い
う
意

ま

味
で
も
な
い
の
。
大
歌
舞
伎
の
人
た
ち
は
舞
台
広
い
し
、
間
を
た
く
さ
ん

と
る
。
大
き
く
芝
居
を
す
る
よ
う
に
習
っ
て
る
わ
ね
。
だ
け
ど
小
芝
居
の

場
合
は
も
う
一
手
、
一
手
間
増
え
る
と
か
。
間
が
持
て
な
い
訳
で
は
無
い

ん
や
け
ど
、
余
分
な
こ
と
を
す
る
と
い
う
か
。
要
す
る
に
お
ま
け
が
多
い

ん
や
ろ
な
」。「
自
分
た
ち
の
芝
居
は
大
歌
舞
伎
の
舞
台
に
比
べ
た
ら
や
は

り
舞
台
が
少
し
小
さ
い
の
で
動
き
が
少
な
く
短
く
な
っ
た
と
思
う
。
大
歌

舞
伎
だ
と
舞
台
を
大
き
く
使
う
か
ら
。
本
尺
を
知
っ
て
い
る
人
、
例
え
ば

父
は
大
歌
舞
伎
で
修
業
し
て
る
か
ら
本
尺
を
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
小
芝

居
ば
か
り
の
人
は
短
い
ま
ま
の
し
か
知
ら
な
い
人
も
居
た
か
ら
、
コ
セ
る

人
も
居
た
ん
や
な
」。
コ
セ
ル
を
言
葉
で
説
明
す
る
の
は
大
変
に
難
し
い

が
、
芝
居
が
若
干
小
さ
く
、
こ
ま
こ
ま
と
し
た
動
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
あ
る
。
大
歌
舞
伎
で
も
関
西
系
の
役
者
、
例
え
ば
二
代
目
鴈
治

郎
な
ど
も
「
コ
セ
っ
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。「
コ
セ
る
」

も
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
か
ら
く
る
演
出
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
「
ウ
チ
の
劇
団
に
居
た
人
で
そ
ん
な
コ
セ
つ
く
人
は
居
な
か
っ

六
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た
よ
。
私
ら
が
言
う
と
こ
ろ
の
『
ま
と
も
』
な
ス
ー
ッ
と
し
て
る
役
者
が

多
か
っ
た
」
と
い
い
、「
片
岡
秀
郎
さ
ん
は
何
に
も
せ
ん
と
ス
ー
ッ
と
し

て
る
。
コ
セ
つ
か
な
い
で
、
黙
っ
て
て
も
そ
れ
で
な
ん
か
芝
居
が
出
来
る

と
い
う
よ
う
な
感
じ
」
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
「
上
手
い
人
が
コ
セ
る
の

は
い
い
ん
で
す
よ
。
初
代
福
太
郎
さ
ん
な
ん
か
形
が
良
い
か
ら
少
々
の
こ

と
コ
セ
て
も
ね
」。
中
芝
居
出
身
の
五
代
目
上
村
吉
弥
は
「
コ
セ
る
こ
と

し
な
い
役
者
」
だ
っ
た
が
、
し
か
し
中
芝
居
出
身
と
い
う
こ
と
で
松
竹
に

移
籍
し
て
か
ら
や
は
り
コ
セ
つ
く
と
言
わ
れ
控
え
め
に
し
た
と
い
う
。
晩

年
は
名
脇
役
と
し
て
大
歌
舞
伎
で
活
躍
し
た
吉
弥
で
さ
え
、
小
芝
居
出
身

で
あ
る
こ
と
で
「
コ
セ
ル
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
苦
労
を
し
た

よ
う
で
あ
る
。

六
、
小
芝
居
の
演
出
の
保
持
と
伝
承

│
大
歌
舞
伎
と
小
芝
居
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
│

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
小
芝
居
の
演
目
や
演
出
は
、
様
々
な
交

流
の
中
で
保
持
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
次
に
そ
の
伝
承
、
交
流
の
場

面
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

六
│
一
、
上
方
歌
舞
伎
と
東
京
の
歌
舞
伎
の
交
流

市
蔵
劇
団
は
関
西
系
の
中
芝
居
劇
団
で
は
あ
っ
た
が
、
東
京
の
役
者
を

上
置
き
に
据
え
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
澤
村
清
之
助
が
上
置
き
で
自

身
の
演
し
物
を
す
る
場
合
は
、
他
の
役
者
た
ち
も
清
之
助
に
直
接
、
型
の

確
認
な
ど
を
し
て
関
東
風
に
芝
居
を
ま
と
め
上
げ
た
。
主
役
が
関
西
の
役

者
な
ら
ば
、
東
京
で
修
業
し
て
き
た
役
者
で
も
関
西
の
芝
居
に
合
わ
せ
た

稽
古
を
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
市
蔵
劇
団
内
で
関
東
の
芝
居
と
関
西
の
芝

居
の
交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

六
│
二
、
名
題
役
者
か
ら
の
芸
の
伝
授

修
業
の
た
め
に
一
時
的
に
小
芝
居
に
加
入
す
る
役
者
も
居
た
が
、
松
竹

大
歌
舞
伎
の
名
題
に
な
っ
て
も
門
閥
で
無
い
た
め
に
大
き
な
役
を
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
こ
と
に
不
満
を
持
ち
、
芯
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
求

め
て
小
芝
居
に
移
籍
す
る
役
者
も
多
か
っ
た
。
拙
稿
（
二
〇
二
一
）
で
述

べ
た
よ
う
に
、
松
竹
を
出
て
新
鋭
歌
舞
伎
を
結
成
し
た
片
岡
秀
郎
、
初
代

中
村
福
太
郎
、
三
代
目
市
川
荒
太
郎
、
七
代
目
嵐
三
五
郎
や
、
市
川
栄

舛
、
市
川
女
猿
（
の
ち
の
澤
村
可
川
）
な
ど
数
多
い
。
市
松
延
見
子
一

座
、
市
蔵
劇
団
、
細
川
興
行
な
ど
の
中
芝
居
劇
団
が
そ
の
受
け
皿
で
、
市

蔵
劇
団
に
は
大
歌
舞
伎
の
名
題
役
者
が
常
時
三
人
か
ら
四
人
は
在
籍
し
て

六
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い
た
と
い
う
。
一
方
、
若
手
の
役
者
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
舞
台
を

袖
か
ら
見
て
覚
え
勉
強
し
た
。
例
え
ば
多
恵
子
は
「
女
猿
さ
ん
の
演
じ
て

い
る
『
俊
寛
』
の
千
鳥
の
振
り
が
良
か
っ
た
の
で
、
私
は
そ
れ
を
取
り
入

れ
て
や
っ
て
い
た
」
と
言
う
。
ま
た
、
大
阪
池
田
呉
服
座
の
常
打
ち
の
際

に
は
毎
日
外
題
を
変
え
る
の
で
、
若
手
に
初
役
が
つ
く
こ
と
も
多
か
っ

た
。
勝
三
に
よ
れ
ば
、
初
役
の
時
に
は
ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩
た
ち
に
聞
い
て

勉
強
し
た
。「『
カ
ッ
チ
ャ
ン
、
あ
そ
こ
は
、
こ
う
だ
よ
』
な
ど
と
出
し
惜

し
み
せ
ず
に
教
え
て
く
れ
る
人
が
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
自
分
の
得
意
な

所
が
あ
れ
ば
『
ち
ょ
っ
と
一
回
、
こ
れ
で
や
っ
て
み
な
い
か
』
っ
て
自
分

の
型
を
伝
え
て
く
れ
る
人
も
居
て
ね
」
と
言
う
。
中
村
時
若
（
兼
元
末

次
）
も
細
川
興
行
に
在
籍
時
代
、
当
時
の
看
板
役
者
で
あ
っ
た
市
川
右
田

次
の
女
房
役
で
あ
っ
た
尾
上
梅
玉
の
清
姫
の
型
を
見
覚
え
、
市
蔵
劇
団
入

団
後
は
そ
の
型
で
演
じ
た
り
、
ま
た
、
人
形
振
り
が
名
人
芸
だ
っ
た
市
川

九
女
八
（
市
川
女
升
）
の
清
姫
の
人
形
振
り
も
取
り
入
れ
た
り
し
て
い

た
。
二
代
目
小
紫
（
智
子
）
は
澤
村
清
之
助
と
一
座
し
た
と
き
に
彼
の

『
矢
口
渡
』
の
お
舟
の
型
を
人
形
振
り
も
含
め
て
見
覚
え
て
演
じ
、
三
代

目
小
紫
（
多
恵
子
）
は
姉
の
型
を
踏
襲
し
た
。
こ
の
よ
う
に
交
流
し
た
役

者
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
る
勉
強
は
怠
ら
な
か
っ
た
。
直
接
の
伝
授

だ
け
で
無
く
、
大
歌
舞
伎
の
舞
台
や
他
の
劇
団
の
芝
居
を
見
に
行
き
、
テ

レ
ビ
が
普
及
し
て
か
ら
は
映
像
を
見
て
勉
強
し
て
取
り
入
れ
、
あ
こ
が
れ

の
役
者
の
真
似
も
し
て
勉
強
し
た
。

六
│
三
、
小
芝
居
の
同
士
の
交
流

│
演
目
の
教
え
合
い
な
ど
│

市
川
市
蔵
劇
団
の
家
族
は
他
の
劇
団
に
移
籍
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
が
、
多
恵
子
と
結
婚
す
る
ま
で
の
兼
元
末
次
（
中
村
時
若
）
は
中

村
時
子
の
一
座
、
藤
田
栄
（
市
蔵
）
が
座
組
み
し
た
劇
団
、
細
川
興
行
、

再
び
市
蔵
劇
団
と
く
る
く
る
と
劇
団
を
変
わ
っ
た
。
初
代
芝
寛
の
弟
子
で

あ
っ
た
中
村
芝
蝶
も
市
蔵
の
劇
団
と
細
川
興
行
を
度
々
移
籍
し
た
。
条
件

の
良
い
劇
団
、
あ
る
い
は
良
い
役
を
付
け
て
く
れ
る
劇
団
か
ら
誘
い
が
か

か
れ
ば
し
ば
し
ば
移
籍
し
た
。
と
き
に
は
ド
ロ
ン
、
つ
ま
り
興
行
途
中
で

黙
っ
て
移
籍
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
役
者
同
士
は
ど
こ
か
で

顔
を
合
わ
せ
た
り
、
同
じ
舞
台
に
乗
っ
た
り
し
て
交
流
が
あ
っ
た
。

市
川
市
蔵
に
し
て
も
若
い
と
き
は
あ
ち
こ
ち
の
劇
団
に
所
属
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
市
松
延
見
子
一
座
に
は
関
わ
り
が
深
く
、
岳

父
で
あ
る
初
代
中
村
芝
寛
が
翻
案
し
た
『
伏
見
の
里
』
を
松
尾
国
三
に
望

ま
れ
て
市
蔵
が
教
え
た
事
例
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
『
浮
か
れ
三

味
線
』
と
い
う
延
見
子
一
座
の
創
作
演
目
を
頂
い
て
き
て
、
市
蔵
劇
団
で
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は
長
く
上
演
し
た
。
小
芝
居
の
劇
団
同
士
で
演
目
の
教
え
合
い
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

六
│
四
、
小
芝
居
の
演
出
を
大
歌
舞
伎
が
取
り
入
れ
る

戦
前
で
も
七
代
目
中
車
の
よ
う
に
小
芝
居
か
ら
入
っ
て
、
門
閥
が
無
い

に
も
拘
わ
ら
ず
出
世
し
た
役
者
が
小
芝
居
の
工
夫
な
ど
を
大
歌
舞
伎
の
役

者
に
伝
え
る
こ
と
も
あ
っ
た（
）。
戦
後
で
も
十
五
代
目
仁
左
衛
門
ら
が

市
松
延
見
子
か
ら
『
義
賢
最
期
』
の
型
を
伝
授
さ
れ
、
三
代
目
猿
之
助
が

細
川
興
行
の
太
夫
元
で
あ
っ
た
豊
澤
重
松
や
岐
阜
の
地
歌
舞
伎
振
付
師

松
本
団
升
か
ら
小
芝
居
や
地
芝
居
の
型
を
学
ん
で
『
安
達
原
』
を
舞
台
に

掛
け
た
。
ま
た
、
六
代
目
田
之
助
が
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
、
金
比
羅

歌
舞
伎
で
『
ど
ん
ど
ろ
大
師
』
を
上
演
し
た
と
き
、
澤
村
可
川
が
小
芝
居

の
振
り
付
け
を
伝
え
て
い
た
こ
と
を
豊
澤
時
若
（
兼
元
末
次
）
は
目
撃
し

て
い
る
。
ま
た
、
拙
稿
（
二
〇
二
二
ａ
）
で
述
べ
た
が
、
兼
元
が
演
出
し

た
『
弥
作
の
鎌
腹
』
で
弥
作
を
演
じ
た
六
代
目
嵐
橘
三
郎
の
振
り
を
二
代

目
吉
右
衛
門
が
取
り
入
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
大
歌
舞
伎
の
活
性
化
に
小
芝

居
、
あ
る
い
は
地
方
の
地
芝
居
が
一
役
買
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。

六
│
五
、
小
芝
居
役
者
と
地
役
者
や
剣
戟
役
者
と
の
区
別

こ
の
よ
う
に
小
芝
居
の
中
で
は
役
者
の
交
流
や
演
目
の
教
え
合
い
も
あ

り
、
様
々
な
交
流
が
あ
っ
た
。
噂
話
な
ど
で
も
他
の
一
座
の
話
題
は
よ
く

上
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

一
方
、
市
蔵
劇
団
は
全
国
を
興
行
す
る
劇
団
で
あ
っ
た
た
め
、
中
京
地

区
や
山
陽
地
区
だ
け
を
回
る
よ
う
な
地
役
者
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
藤
田
家
は
愛
知
県
三
河
出
身
で
は
あ
る
が
、『
源
平
咲
分

牡
丹
（
牡
丹
景
清
）』（
）の
よ
う
に
愛
知
・
岐
阜
の
地
芝
居
で
上
演
さ
れ

る
演
目
は
、
多
恵
子
の
現
役
時
代
に
は
知
る
事
す
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
市
蔵
劇
団
に
所
属
し
て
い
た
役
者
が
剣
戟
や
大
衆
演
劇
の
一
座

に
加
入
し
た
と
い
う
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
剣
戟
一
座
の
役
者
が
市
蔵

劇
団
に
加
入
し
た
こ
と
も
、
剣
戟
の
演
目
を
市
蔵
劇
団
で
演
じ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
地
方
公
演
を
す
る
劇
団
で
あ
っ
て
も
、
歌
舞
伎

専
門
の
小
芝
居
劇
団
と
剣
戟
の
一
座
と
は
別
物
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

小
芝
居
劇
団
の
演
出
は
、
い
わ
ゆ
る
ケ
レ
ン
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
早
替

り
、
人
形
振
り
、
あ
る
い
は
軽
業
を
取
り
入
れ
、
観
客
が
手
を
叩
い
て
喜

六
七



ぶ
派
手
な
演
出
な
ど
も
使
っ
て
い
た
こ
と
を
、
具
体
例
を
も
っ
て
示
す
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
ケ
レ
ン
ば
か
り
で
客
を
喜
ば
せ

て
い
た
の
で
は
無
く
、「
ま
っ
と
う
な
芝
居
」
の
フ
レ
ー
バ
ー
と
し
て
そ

れ
ら
を
使
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
近
代
以
降
の
大
歌
舞
伎
で
は
、

ケ
レ
ン
は
唾
棄
す
べ
き
も
の
と
い
う
意
向
が
強
く
、
大
歌
舞
伎
よ
り
も
ケ

レ
ン
味
を
出
す
小
芝
居
に
対
し
て
は
、
明
治
以
降
の
俳
優
の
ラ
ン
ク
付
け

と
と
も
に
下
に
位
置
す
る
も
の
と
い
う
評
価
が
当
た
り
前
の
も
の
と
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
三
代
目
猿
之
助
が
演
じ
た
ケ
レ
ン
味
た
っ
ぷ
り
の
舞

台
が
興
行
的
に
も
成
功
し
た
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
ケ
レ
ン
は
「
臭
い
」

「
下
品
」「
非
合
理
的
」「
通
俗
」
な
ど
と
し
て
大
歌
舞
伎
で
敬
遠
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
小
芝
居
の
劇
団
で
は
、「
芸
術
」
よ
り
も
「
観
客
を

喜
ば
せ
る
」「
楽
し
ま
せ
る
」
こ
と
を
第
一
義
に
考
え
た
た
め
に
、
そ
れ

ら
の
演
出
を
も
駆
使
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
江
戸
期
の
大
衆

に
受
け
つ
つ
成
立
し
た
「
傾
く
」
演
出
を
引
き
継
い
で
い
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
細
か
く
見
れ
ば
、
大
正
期
、
小
芝
居
の
ケ
レ
ン
で
名
を
馳
せ
た

市
川
右
団
次
も
「
大
阪
で
人
気
が
」
あ
り
、
そ
の
弟
子
の
市
川
鶴
之
助
も

「
関
西
歌
舞
伎
の
人
気
者
」
で
あ
っ
た
。
拙
稿
（
二
〇
二
二
ａ
）
で
詳
述

し
た
よ
う
に
、
元
禄
上
方
歌
舞
伎
が
も
っ
て
い
た
「
笑
い
」
や
「
お
か
し

み
の
中
の
切
な
さ
」
な
ど
の
伝
統
や
「
観
客
と
ち
ょ
っ
と
仲
良
く
し
よ

か
」
と
い
う
「
観
客
に
顔
を
向
け
る
」
意
識
は
近
代
以
降
も
上
方
歌
舞
伎

の
中
に
残
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
も
戦
後
の
上
方
歌
舞
伎
の
衰
退
と
と

も
に
大
歌
舞
伎
で
は
消
え
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
関
西
系
小
芝
居
、

つ
ま
り
中
芝
居
の
中
で
保
持
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
演
目
や
演
出
は
、
小
芝
居
役
者
た
ち
あ
る
い
は
小
芝
居
劇
団

同
士
の
交
流
の
中
で
、
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
伝
承
さ
れ
、
保
持

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
本
稿
で
は
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
小
芝
居
の
劇

団
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
に
は
大
歌
舞
伎
と
小
芝
居
の
間
に
交
流
が
あ
っ

た
こ
と
も
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。
そ
し
て
大
歌
舞
伎
で
埋
も
れ
て
い

た
演
目
が
兼
元
末
次
の
演
出
に
よ
り
復
活
し
、
大
歌
舞
伎
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
例
も
出
て
き
て
い
る
。
小
芝
居
劇
団
や
小
芝
居
で
活
躍
し
た
役
者
た

ち
の
記
憶
が
大
歌
舞
伎
を
活
性
化
さ
せ
る
力
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。残

念
な
が
ら
小
芝
居
の
劇
団
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
三
代
目
岩
井
小

紫
の
兼
元
多
恵
子
や
二
代
目
市
川
団
四
郎
の
今
井
勝
三
が
、
地
方
の
地
芝

居
、
子
供
芝
居
の
振
付
指
導
の
中
で
、
小
芝
居
的
演
出
に
よ
っ
て
「
ま
っ

と
う
」
な
が
ら
「
観
客
の
喜
ぶ
」
歌
舞
伎
を
具
現
化
し
て
く
れ
て
い
る
。

大
歌
舞
伎
の
役
者
た
ち
は
、
江
戸
期
の
歌
舞
伎
か
ら
続
く
「
芸
術
的
に
高

級
な
る
卑
近
美
」
の
技
と
心
を
受
け
継
ぐ
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
八



本
稿
は
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
２
０
１
９
年
度

基
盤
研
究

（
Ｃ
）
１
９
Ｋ
０
１
２
３
５
「
関
西
系
小
芝
居
（
中
芝
居
）
の
活
動
実
態

と
地
芝
居
と
の
影
響
関
係
│
地
芝
居
の
価
値
再
発
見
に
向
け
て
」
の
補
助

を
受
け
て
進
め
て
い
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

〔
謝
辞
〕

岩
井
小
紫
師
、
市
川
団
四
郎
師
と
そ
の
ご
家
族
に
は
長
年
に
亙
り
多
大

な
ご
迷
惑
を
か
け
、
ま
た
ご
協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

本
研
究
開
始
当
時
に
一
緒
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
濱
千
代
早
由
美
氏

及
び
拙
稿
の
誤
り
を
指
摘
下
さ
っ
た
松
竹
（
株
）
歌
舞
伎
制
作
部
松
岡
亮

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
と
く
に
近
世
近
代
歌
舞
伎
研
究
家
小
池
章
太

郎
氏
に
は
近
代
文
学
研
究
門
外
漢
の
筆
者
に
対
し
、
資
料
の
提
供
の
み
な

ら
ず
、
資
料
収
集
の
方
法
ま
で
、
事
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
注
〕

（
１
）
阿
部
優
蔵
・
小
池
章
太
郎
「
小
芝
居
」
項
目
『
歌
舞
伎
事
典
』
平

凡
社
、
一
九
八
三
、
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
。（
以
下
、
本
書
の
出
版

年
な
ど
は
省
略
）

（
２
）
市
松
延
見
子
一
座
は
中
芝
居
で
名
を
馳
せ
た
女
歌
舞
伎
役
者
市
松

延
見
子
、
本
名
松
尾
波
儔
江
を
看
板
役
者
と
し
て
、
そ
の
夫
松
尾
国

三
が
太
夫
元
で
興
行
し
た
中
芝
居
劇
団
。
細
川
興
行
も
歌
舞
伎
専
門

の
中
芝
居
劇
団
。
市
蔵
劇
団
に
次
い
で
長
く
活
動
し
、
昭
和
四
十
五

年
に
解
散
し
た
。
両
劇
団
と
も
注
（
５
）
に
記
し
た
拙
稿
二
〇
二
一

を
参
照
。

（
３
）
佐
藤
か
つ
ら
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治

小
芝
居
の
時
代
』
ぺ
り

か
ん
社
、
二
〇
一
〇
な
ど
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
小
芝
居
研
究
は
近

年
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
戦
後
の
小
芝
居
に
つ
い
て
の
研
究
は
皆
無
と

言
っ
て
良
い
。

（
４
）
二
〇
一
一
年
か
ら
岩
井
小
紫
師
と
市
川
団
四
郎
師
に
数
多
く
の
聞

取
り
を
実
施
し
て
い
る
。
と
く
に
小
紫
師
に
対
し
て
は
二
〇
一
一
年

以
降
、
五
十
回
以
上
面
会
し
、
そ
れ
に
よ
る
聞
書
き
を
デ
ー
タ
化
し

て
い
る
。
な
お
二
〇
一
一
〜
一
七
年
頃
ま
で
濱
千
代
早
由
美
氏
と
と

も
に
行
っ
た
デ
ー
タ
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
５
）
浅
野
久
枝
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団

市
川
市

蔵
劇
団
の
軌
跡

そ
の
一
│
小
芝
居
の
歌
舞
伎
で
活
躍
し
た
役
者
家

族
と
そ
の
周
辺
│
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五

四
号
、
二
〇
二
一
、
七
一
〜
八
八
頁

六
九



（
６
）
浅
野
久
枝
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団

市
川
市

蔵
劇
団
の
軌
跡

そ
の
二

│
中
芝
居
・
小
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
演

目
の
特
徴
│
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
五

号
、
二
〇
二
二
ａ
、
印
刷
中
。
市
蔵
劇
団
の
興
行
形
態
な
ど
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
昭
和
５
０
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団

市
川
市

蔵
劇
団
の
活
動
と
興
行
形
態
の
変
遷
│
小
芝
居
・
中
芝
居
劇
団
の
活

動
実
態
」
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
『
人
文
学
報
』
Ｎ
Ｏ
．

５
１
８
│
２
（
社
会
人
類
学
分
野
１５
）、
二
〇
二
二
ｂ
、
七
九
│
九

八
頁
に
詳
述
し
た
。

（
７
）
本
稿
で
触
れ
る
役
者
の
経
歴
な
ど
は
前
記
拙
稿
二
〇
二
一
に
記
述

し
て
い
る
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。
本
文
中
に
登
場
す
る
人

名
に
つ
い
て
は
す
べ
て
敬
称
を
省
略
す
る
。
役
者
の
名
前
の
み
旧
字

体
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

（
８
）
市
川
猿
之
助
「
地
歌
舞
伎
の
魅
力
と
意
義
」
岐
阜
新
聞
社
出
版
局

『
美
濃
の
地
歌
舞
伎
』
太
洋
社
、
一
九
九
九
、
二
四
〜
二
七
頁

（
９
）
市
川
猿
之
助
、
注
（
８
）。
及
び
、
箕
浦
由
美
子
「
松
本
団
升
と

そ
の
世
界
」
岐
阜
新
聞
社
出
版
局
『
美
濃
の
地
歌
舞
伎
』
太
洋
社
、

一
九
九
九
、
二
八
〜
四
九
頁

（
１０
）
「
澤
瀉
屋
が
演
っ
た
時
に
、
重
松
さ
ん
が
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら

こ
こ
は
あ
あ
だ
っ
た
よ
、
こ
う
だ
っ
た
よ
っ
て
猿
之
助
に
教
え
て
た

っ
て
、
ウ
チ
の
人
（
多
恵
子
の
夫＝

元
市
蔵
劇
団
員
中
村
時
若＝

松
竹
竹
本
三
味
線
方
豊
澤
時
若＝

歌
舞
伎
演
出
家
兼
元
末
次
）
が

言
っ
て
た
」
と
多
恵
子
は
語
っ
て
い
る
。
重
松
が
教
え
た
の
は
細
川

の
看
板
役
者
で
あ
っ
た
市
川
右
田
次
の
派
手
な
型
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
。
右
田
次
に
つ
い
て
は
拙
稿
二
〇
二
一
参
照
。

（
１１
）
三
宅
三
郎
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
）『
小
芝
居
の

思
い
出

歌
舞
伎
資
料
選
書
５
』
昭
和
五
六
、
七
五
頁
。
三
宅
も
源

之
丞
の
『
四
の
切
り
』
を
絶
賛
し
て
い
る
。
源
之
丞
は
四
代
目
澤
村

源
之
助＝

田
圃
の
太
夫
の
弟
子
か
と
思
わ
れ
る
が
、
明
ら
か
で
は
な

い
。
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記
録
課
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧

第
五
次
修
訂
版
』
令
和
二
（
以
下
、『
名
跡
便
覧
』
と
記
す
）
に
は

源
之
丞
の
記
載
は
な
い
。

（
１２
）
市
川
猿
之
助
『
猿
之
助
の
歌
舞
伎
講
座
』
新
潮
社
、
一
九
八
四
、

二
一
〜
二
二
頁

（
１３
）
戸
板
康
二
「
解
説

平
家
女
護
島
」
戸
板
他
監
修
『
名
作
歌
舞
伎

全
集

第
一
巻
』
東
京
創
元
新
社
、
昭
和
四
四
、
九
二
〜
九
三
頁

（
１４
）
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表

第
七
巻
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
七
、

一
三
〇
〜
一
三
一
頁

七
〇



（
１５
）
小
宮
麒
一
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇

配
役
総
覧

第
七
版
』

平
成
二
三
、
二
六
六
頁
。
宗
十
郎
は
人
形
振
り
で
演
じ
て
い
た
が
し

か
し
、
大
正
十
一
年
九
月
、
横
浜
で
は
、
期
待
し
て
い
た
人
形
振
り

が
見
ら
れ
ず
「
遺
憾
で
あ
っ
た
」
と
岸
田
劉
生
（『
歌
舞
伎
美
論
』

早
川
書
房
、
昭
和
二
三
、
一
三
五
頁
）
が
述
べ
て
お
り
、
常
に
人
形

振
り
で
演
じ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
１６
）
平
成
十
四
年
江
戸
東
京
博
物
館
で
行
わ
れ
た
「
江
戸
東
京
博
物
館

歌
舞
伎
公
演
」（
舞
台
創
造
研
究
所
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
松
竹
株
式
会

社
制
作
）
で
は
、
監
修
し
た
紀
伊
國
屋
六
代
目
澤
村
田
之
助
が
「
私

が
若
か
っ
た
ら
こ
の
お
舟
を
し
て
み
た
い
」
と
演
出
し
た
兼
元
末
次

に
述
べ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
お
舟
の
型
は
、
小
芝
居
で
活
躍
し
た

澤
村
清
之
助
（
四
代
目
澤
村
源
之
助
の
弟
子
）
の
型
を
二
代
目
小
紫

（
智
子
）
が
見
覚
え
、
三
代
目
小
紫
や
中
村
時
若
（
兼
元
末
次
）
に

伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
な
の
で
、
紀
伊
國
屋
に
伝
わ
っ
て
い
た
古
い

型
で
あ
ろ
う
と
多
恵
子
は
言
う
。

（
１７
）
産
経
新
聞

二
〇
一
九
年
五
月
三
一
日
記
事

（
１８
）
渥
美
清
太
郎
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記
録
課
編
）『
系
統

別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題

下
の
一
』
平
成
二
三
、
二
〇
〜
二
一
頁

（
１９
）
細
田
明
宏
「
歌
舞
伎
『
壺
坂
霊
験
記
』
に
お
け
る
早
替
り

│
悪

者
雁
九
郎
の
ゆ
く
え
」『
演
劇
学
論
集

日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
四

八
巻
、
二
〇
〇
九
、
三
一
〜
五
八
頁
。『
壺
坂
霊
験
記
』
の
成
立
と

演
出
に
つ
い
て
細
田
論
文
が
詳
し
く
論
証
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は

そ
ち
ら
を
参
照
。

（
２０
）
渡
辺
保
『
新
版

歌
舞
伎
手
帖
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
、
二
二
九

頁

（
２１
）
日
本
芸
能
・
演
劇

総
合
上
演
年
表
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
高
川
」

項
目https://w

w
w
.dh-jac.net/db/nenpyo/search.php?enter＝

de-

fault

（
２２
）
兼
元
末
次
演
出
に
よ
る
復
活
公
演
「
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
小
芝

居
再
発
見
な
ど
）」
の
催
し
は
舞
台
創
造
研
究
所
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

松
竹
株
式
会
社
制
作
で
平
成
六
年
か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
行
わ
れ

た
。
そ
の
時
上
演
さ
れ
た
演
目
に
つ
い
て
は
拙
稿
二
〇
二
二
ａ
に
詳

述
し
た
。

（
２３
）
中
川
芳
三
〈
聞
き
手
・
構
成

児
玉
竜
一
〉「〔
聞
き
書
き
〕
戦
後

の
上
方
歌
舞
伎

│
興
行
師
・
裏
方
・
演
奏
家
た
ち
│
」
東
京
文
化

財
研
究
所
芸
能
部
研
究
報
告
書
『
近
代
歌
舞
伎
の
伝
承
に
関
す
る
研

究
│
近
代
歌
舞
伎
と
写
真
メ
デ
ィ
ア
・
近
代
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承

│
』
二
〇
〇
二
、
一
〇
二
頁

七
一



（
２４
）
渥
美
清
太
郎
『
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題

下
の
二
』
平
成
二

四
、
一
三
六
頁
に
よ
れ
ば
『
烏
帽
子
折
』
は
近
松
門
左
衛
門
作
、
元

禄
三
年
、
大
坂
竹
本
座
初
演
。
長
ら
く
文
楽
の
上
演
は
さ
れ
て
い
な

い
。
素
浄
瑠
璃
で
は
竹
本
駒
之
助
が
二
〇
一
五
年
に
上
演
し
て
い

る
。
常
磐
津
『
宗
清
』
に
つ
い
て
は
、
若
狭
万
次
郎
「
宗
清
」
項

目
、
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典

第
五
巻
』
平
凡
社
、
昭

和
三
六
年
、
三
五
八
頁
参
照
。

（
２５
）
こ
の
師
匠
は
役
者
で
も
あ
り
大
阪
に
於
い
て
夫
婦
で
日
舞
の
師
匠

を
し
て
い
た
と
い
う
。
役
者
名
は
不
明
。
拙
稿
二
〇
二
一
で
、
名
古

屋
西
川
鯉
三
郎
の
弟
子
筋
と
推
測
し
た
が
、
二
代
目
芝
寛
や
そ
の
師

匠
の
活
躍
期
に
は
鯉
三
郎
は
ま
だ
西
川
を
名
乗
っ
て
お
ら
ず
、
鯉
三

郎
の
弟
子
筋
と
は
考
え
に
く
い
と
松
岡
亮
氏
か
ら
ご
指
摘
が
あ
っ

た
。
訂
正
し
た
い
。

（
２６
）
市
川
猿
之
助
、
注
（
１２
）、
一
六
〜
二
二
頁

（
２７
）
岸
田
劉
生
『
歌
舞
伎
美
論
』
早
川
書
房
、
昭
和
二
三
、
三
四
頁
な

ど
。

（
２８
）
筆
者
所
蔵
の
番
付
の
記
述
に
よ
る
。
雷
神
か
ら
お
六
へ
の
早
替
り

に
つ
い
て
は
兼
元
多
恵
子
談
に
よ
る
。

（
２９
）
織
田
紘
二
「
早
替
り
」
項
目
、『
歌
舞
伎
事
典
』
三
三
二
〜
三
三

三
頁

（
３０
）
清
姫
と
お
七
は
大
歌
舞
伎
や
舞
踊
会
で
も
人
形
振
り
で
演
じ
ら
れ

る
こ
と
は
多
い
。

（
３１
）
市
川
九
女
八
は
拙
稿
二
〇
二
一
に
紹
介
し
た
が
、
明
治
期
に
活
躍

し
た
市
川
九
女
八
で
は
な
い
。

（
３２
）
加
賀
山
直
三
「
人
形
振
」
項
目
、『
演
劇
百
科
大
事
典

第
四
巻
』

昭
和
三
六
、
三
六
二
頁
。

（
３３
）
中
川
哲
『
東
京
小
芝
居
挽
歌
』
青
蛙
房
、
平
成
九
、
五
六
〜
五
九

頁
。
宇
野
信
夫
「
市
川
鶴
之
助
の
こ
と
」『
役
者
と
噺
家
』
九
藝
出

版
、
昭
和
五
三
、
八
四
頁
〜
九
〇
頁
。
昭
和
六
年
か
ら
の
数
年
間
、

東
京
の
観
音
劇
場
に
立
て
籠
も
り
、
失
業
俳
優
を
救
済
し
た
功
に
よ

っ
て
俳
優
協
会
会
長
の
中
村
歌
右
衛
門
か
ら
鶴
之
助
に
賞
状
が
贈
ら

れ
た
（
宇
野
、
八
八
頁
）
と
い
う
が
、『
名
跡
便
覧
』
に
は
鶴
之
助

の
記
載
は
な
い
。

（
３４
）
『
名
跡
便
覧
』
四
三
頁

（
３５
）
『
名
跡
便
覧
』
五
五
頁
。
初
代
市
川
左
團
次
の
養
父

（
３６
）
中
川
、
前
掲
書
、
五
七
頁

（
３７
）
中
川
、
前
掲
書
、
五
七
頁

（
３８
）
加
賀
山
直
三
「
け
れ
ん
」
項
目
、『
演
劇
百
科
大
事
典

第
二
巻
』
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昭
和
三
五
、
四
〇
二
頁

（
３９
）
戸
板
康
二
「
解
説

神
霊
矢
口
渡
」
戸
板
他
監
修
『
名
作
歌
舞
伎

全
集

第
四
巻
』
東
京
創
元
新
社
、
昭
和
四
五
、
二
五
八
〜
二
六
〇

頁

（
４０
）
中
川
、
前
掲
書
、
五
八
頁
。
し
か
し
神
山
彰
に
よ
れ
ば
「
正
統

的
」
と
い
わ
れ
る
九
代
目
團
十
郎
や
五
代
目
菊
五
郎
も
晩
年
ま
で

『
紅
葉
狩
』
で
火
を
噴
き
電
気
照
明
を
使
い
『
奴
凧
』
で
宙
乗
り
も

演
じ
、
六
代
目
菊
五
郎
も
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
と
述
べ
る

（
神
山
彰
「
歌
舞
伎
│
近
代
か
ら
現
代
へ
」
服
部
幸
雄
監
修
『
日
本

の
伝
統
芸
能
講
座

舞
踊
・
演
劇
』
淡
交
社
、
平
成
二
一
年
、
四
二

九
頁
）。
芸
術
至
上
主
義
路
線
は
彼
ら
だ
け
が
推
し
進
め
た
訳
で
は

な
い
。

（
４１
）
権
堂
芳
一
「
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」
東
京
文
化
財
研

究
所
芸
能
部
研
究
報
告
書
『
近
代
歌
舞
伎
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
│

近
代
歌
舞
伎
と
写
真
メ
デ
ィ
ア
・
近
代
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
│
』
二

〇
〇
二
、
八
六
頁

（
４２
）
「
ポ
テ
チ
ン
」
と
は
オ
コ
ツ
キ
、
す
な
わ
ち
心
の
動
揺
な
ど
を
躓

く
仕
草
で
表
現
す
る
演
技
や
、
あ
る
仕
草
の
強
調
を
表
現
す
る
演
技

の
と
き
の
太
棹
三
味
線
の
弾
奏
音
の
口
三
味
線
で
あ
る
。

（
４３
）
中
川
、
前
掲
書
、
二
二
二
頁

（
４４
）
明
治
期
、
俳
優
に
等
級
付
鑑
札
を
与
え
て
身
分
制
を
作
り
上
げ
、

上
下
関
係
が
可
視
化
さ
れ
た
。

（
４５
）
箕
浦
由
美
子
、
前
掲
書
、
二
八
〜
四
九
頁
、
お
よ
び
市
川
升
十
郎

『
か
ぶ
き
人
生
』
豊
文
堂
、
昭
和
五
八
、
な
ど
の
中
に
、
そ
う
い
っ

た
小
芝
居
一
座
が
居
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
４６
）
拙
稿
二
〇
二
一
に
彼
ら
の
紹
介
を
し
た
が
、
大
歌
舞
伎
の
名
題
役

者
や
腕
の
あ
る
役
者
た
ち
で
あ
る
。

（
４７
）
市
川
中
車
『
中
車
藝
話
』
築
地
書
店
、
昭
和
一
八

（
４８
）
『
源
平
咲
分
牡
丹
』
に
つ
い
て
は
、
安
田
徳
子
『
地
方
芝
居
・
地

芝
居
研
究
│
名
古
屋
と
そ
の
周
辺
│
』
お
う
ふ
う
、
平
成
二
一
、
二

九
六
〜
二
九
八
頁
に
詳
し
い
。
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